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「三重県教育ビジョン（仮称）」中間案（修正版）新旧対照表（案） 

No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

１ はじめに 

（１頁） 

１ 策定の趣旨 

○ 少子化・人口減少や高齢

化、グローバル化の進展、地

球規模の課題、子どもの貧

困など社会経済的な課題、

地域間格差など地域の課

題、社会のつながりの希薄

化など、さまざまな社会課題

が存在する中、 Society 

5.0 を見据え、教育の重要

性は高まっています。また、

新型コロナウイルス感染症

の流行以来、子どもたちの

学習や心身にも一定の影響

が生じているとの指摘もな

されているところです。一人

ひとりの回復のペースは同

じではないという認識の下、

誰一人取り残すことなく子ど

もたちの学びと健康を支え

るとともに、コロナ禍で再認

識された学校の役割をふま

え、単にコロナ禍前に戻るの

ではなく、これまで制限され

てきた学校教育活動のうち

真に必要なものの回復やＩＣ

Ｔの活用などにより、新しい

時代の学びを実現していく

ことが重要です。こうした社

会の大きな変化を受け止め

るとともに、今後の社会を展

望し、新たな時代の要請を

取り入れた教育施策を明ら

かにすることが求められて

います。 

１ 策定の趣旨 

○ 人口減少や少子・高齢化、

グローバル化の進展、地球

規模の課題、子どもの貧困

など社会経済的な課題、地

域間格差など地域の課題、

社会のつながりの希薄化な

ど、さまざまな社会課題が存

在する中、未来に向けて学

びのあり方を構想するにあ

たっては、教育の未来像を

巡る動向をふまえ、個人と社

会 の ウ ェ ル ビ ー イ ン グ

（Well-being）の実現をめ

ざすことが大切です。 

○ 一人ひとりのウェルビーイ

ングを実現していくために

は、この社会を持続的に発

展させていくことが求められ

ます。こうした社会の実現に

向けては、一人ひとりが自分

のよさや可能性を認識する

とともに、あらゆる他者を価

値のある存在として尊重し、

多様な人びとと協働しなが

ら、さまざまな社会的変化を

乗り越え、豊かな人生を切り

拓き、「持続可能な社会の創

り手」になることをめざすと

いう考え方が重要です。 

○ ウェルビーイングのとらえ

方は国や地域により異なり

得るものであり、一人ひとり

の置かれた状況によっても

多様な求め方があり得ま

す。我が国においては利他

性、協働性、社会貢献意識

など、人とのつながりや関係

性に基づく要素がウェルビ

ーイングにとって重要な意味

を有しているとされているこ

とをふまえ、教育を通じて日

本社会に根差したウェルビ

○記述内容の充実 

○パブコメ（１、１２） 

別冊４ 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

ーイングの向上を図ることが

大切です。 

○ 新型コロナウイルス感染症

の流行以来、子どもたちの

学習や心身にも一定の影響

が生じているとの指摘もな

されているところです。一人

ひとりの回復のペースは同

じではないという認識の下、

誰一人取り残すことなく子ど

もたちの学びと健康を支え

るとともに、コロナ禍で再認

識された学校の役割をふま

え、単にコロナ禍前に戻るの

ではなく、これまで制限され

てきた学校教育活動のうち

真に必要なものの回復やＩＣ

Ｔの活用などにより、新しい

時代の学びを実現していく

ことが重要です。 

 

２ はじめに 

（１頁） 

 脚注 

OECD「ラーニング・コンパ

ス 2030」（令和元（2019）年

5 月）、教育振興基本計画（令

和 5（2023）年 6 月 16 日閣

議決定）などの未来に向けた学

習の枠組みや教育政策に関す

る計画など。 

 

〇記述内容の充実 

３ はじめに 

（１頁） 

 脚注 

日本社会に根差したウェル

ビーイングの要素としては、「幸

福感（現在と将来、自分と周り

の他者）」、「学校や地域でのつ

ながり」、「協働性」、「利他

性」、「多様性への理解」、「サ

ポートを受けられる環境」、「社

会貢献意識」、「自己肯定感」、

「自己実現（達成感、キャリア意

識など）」、「心身の健康」、「安

全・安心な環境」などが挙げら

れます。 

 

〇記述内容の充実 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

４ はじめに 

（２頁） 

１ 策定の趣旨 

○ 子どもたち一人ひとりの豊

かで幸せな人生と社会の持

続的な発展に向けて、これ

からの時代における教育施

策を総合的かつ計画的に推

進することができるよう、「三

重の教育宣言」に込められ

た思いを引き続き大切にす

るなど、これまでの計画を発

展的に継承しながら、本県

の教育の新しい指針として、

「三重県教育ビジョン」を策

定します。 

 

１ 策定の趣旨 

○ こうした認識の下、子ども

たち一人ひとりの豊かで幸

せな人生と社会の持続的な

発展に向け、新時代におけ

る教育施策を総合的かつ計

画的に推進できるよう、「三

重の教育宣言」に込められ

た思いを引き続き大切にす

るなど、これまでの計画を発

展的に継承しながら、本県

の教育の新しい指針として、

「三重県教育ビジョン」を策

定します。 

〇記述内容の充実 

５ １ 教育を取

り巻く現状

（６頁） 

（1）社会情勢の変化 

② 家庭環境の変化 

〇 （前略）家庭形態の多様化

や、地域のつながりの希薄

化などにより、子育て家庭が

社会から孤立し、子育てに

悩む保護者が増えることが

懸念され、地域全体で家庭

教育を支える重要性が高ま

っています。 

（1）社会情勢の変化 

② 家庭環境の変化 

〇 （前略）家族の姿の変化・

人生の多様化や、地域のつ

ながりの希薄化などにより、

子育て家庭が社会から孤立

し、子育てに悩む保護者が

増えることが懸念され、地域

全体で家庭教育を支える重

要性が高まっています。 

 

〇記述内容の充実 

〇パブコメ(21) 

６ １ 教育を取

り巻く現状 

（２０頁） 

（2）子どもたち・学校を取り巻

く現状 

⑧ 教職員の状況 

○ 教職員の長時間労働や教

員採用選考試験申込者数

の減少などが課題となる中、

教職員が子どもたちと向き

合う時間を確保し、やりがい

を持つことができる環境を

確保する必要があります。 

（2）子どもたち・学校を取り巻

く現状 

⑧ 教職員の状況 

○ 教職員の長時間労働が課

題となる中、教職員が子ども

たちと向き合う時間を確保

し、やりがいを持つことがで

きる環境を確保する必要が

あります。また、教員採用選

考試験申込者数が減少する

中、多様な人材を確保する

必要があります。 

 

〇記述内容の充実 

〇パブコメ(25) 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

７ ２  子どもた

ちに育みた

い力 

（２７頁） 

○ （前略）これまで少子化・人

口減少や高齢化、グローバ

ル化の進展、地球規模の課

題、子どもの貧困などが社

会の課題として掲げられて

きた中、新型コロナウイルス

感染症の感染拡大やロシア

のウクライナ侵略などは正に

予測困難な時代を象徴する

事態であったと言えます。今

後、超スマート社会の実現に

向けた技術革新や脱炭素化

等の変革に対応するなど、

社会の変化や展望をふまえ

た本県の教育のめざすべき

方向性を明らかにするた

め、「子どもたちに育みたい

力」を明示します。 

 

○ （前略）これまで人口減少

や少子高齢化、グローバル

化の進展、地球規模の課

題、子どもの貧困などが社

会の課題として掲げられて

きた中、新型コロナウイルス

感染症の感染拡大やロシア

のウクライナ侵略などは正に

予測困難な時代を象徴する

事態であったと言えます。今

後、超スマート社会の実現に

向けた技術革新や脱炭素化

等の変革、さらなる人口減

少の進行に対応するなど、

社会の変化や展望をふまえ

た本県の教育のめざすべき

方向性を明らかにするた

め、「子どもたちに育みたい

力」を明示します。 

 

○記述内容の充実 

 

８ 2 子どもた

ちに育みた

い力 

（2７頁） 

○ 複雑で困難な社会課題が

存在する中で、一人ひとりの

ウェルビーイング（Well-

being）を実現していくため

には、この社会を持続的に

発展させていくことが求めら

れます。こうした社会の実現

に向けては、一人ひとりが自

分のよさや可能性を認識す

るとともに、あらゆる他者の

感性や考え方を尊重し、多

様な人びとと協働しながら、

豊かな人生を切り拓き、「持

続可能な社会の創り手」にな

ることをめざすという考え方

が重要です。また、超スマー

ト社会において求められる

人材像をふまえ、個々人が

自立して自らの個性・能力を

伸長するとともに、多様な価

値観に基づいて新たな価値

を生み出していくために必

要な力を備えていくことも重

要です。 

そこで、「持続可能な社会

の創り手」を育成することを

○ 学校教育を通じて、子ども

たちのウェルビーイングを実

現していくためには、子ども

たち一人ひとりが自分のよさ

や可能性を認識するととも

に、あらゆる他者を価値の

ある存在として尊重し、多様

な人びとと協働しながら、さ

まざまな社会的変化を乗り

越え、豊かな人生を切り拓

き、「持続可能な社会の創り

手」になることをめざすとい

う考え方が重要です。また、

超スマート社会においては、

個々人が自立して自らの個

性・能力を伸長するととも

に、多様な価値観に基づい

て新たな価値を生み出して

いくために必要な力を備え

ていくことも重要です。 

このため、「三重の教育宣

言」に込められた思いをふま

え、教育における不易と流行

を十分に見極めながら、「自

立する力」、「共生する力」、

「創造する力」を育んでいき

〇記述内容の充実 

〇パブコメ(31) 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

めざし、教育における不易と

流行を十分に見極めなが

ら、「自立する力」、「共生す

る力」、「創造する力」を育ん

でいきます。 

 

ます。 

９ 2 子どもた

ちに育みた

い力 

（2７頁） 

 

 脚注 

脚注４に同じ。 

〇記述内容の充実 

１０ 2 子どもた

ちに育みた

い力 

（２８頁） 

（自立する力） 

○ 社会の変化が加速し、複

雑で予測が困難な時代にあ

って、幸せや生きがいを感じ

られる人生を切り拓くことを

めざし、他者や地球環境な

どを含めた社会全体のウェ

ルビーイングをふまえなが

ら、主体的に学び、困難を乗

り越え、自信と高い志を備え

た、責任ある行動を取る力

が求められます。 

 

（自立する力） 

○ 社会の変化が加速し、複

雑で予測が困難な時代にあ

って、幸せや生きがいを感じ

られる人生を切り拓くことを

めざし、他者や地球環境な

どを含めた社会全体のウェ

ルビーイングをふまえなが

ら、主体的に学び、困難に向

き合い、自信と誇りを持っ

て、責任ある行動を取る力

が求められます。 

〇記述内容の充実 

○パブコメ(33) 

１１ 2 子どもた

ちに育みた

い力 

（２８頁） 

（共生する力） 

○ 社会の多様化が進む中、

誰一人取り残されることな

く、誰もがいきいきとした人

生を享受することができる

共生社会の実現をめざし、

その実現に向けた社会的包

摂を推進する必要があり、ま

た、一定の対立関係の中

で、相手の立場に立って考

えたり、より広い視点で全体

をとらえたりする、対立やジ

レンマに対処する力が求め

られます。 

 

（共生する力） 

○ 社会の多様化が進む中、

誰一人取り残されることな

く、誰もがいきいきとした人

生を享受することができる

共生社会の実現をめざし、

その実現に向けた社会的包

摂を推進する必要がありま

す。また、一定の対立関係の

中で、相手の立場に立って

考えたり、より広い視点で全

体をとらえたりする、対立や

ジレンマに対処する力が求

められます。 

〇記述内容の精査 

○パブコメ(34) 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

１２ ４ 教育ビジ

ョンを貫く視

点 

（３７頁） 

▽ 子どもたちの目線に立ち、

個に応じた学びを大切にし

ます 

子どもたちを自らの意見

を持つ存在として尊重し、

個々の子どもが抱える困難

や課題に向き合いながら、

一人ひとりが主体的な自己

を発揮して学びに向かうこと

ができるよう、子どもたちが

「どのように学ぶか」や、子ど

もたちを「どのように支援す

るか」という視点を大切にし

つつ、多様な子どもの状況

に応じた学びの実現を図り

ます。 

▽ 子どもたちの目線に立ち、

個に応じた学びを大切にし

ます 

子どもたちを権利を持つ

主体として尊重し、年齢や発

達の程度をふまえつつ、その

意見を十分に考慮し、子ども

にとって最もよいことは何か

を考えながら、一人ひとりが

主体的に自己を発揮して学

びに向かうことができるよ

う、子どもたちが「どのように

学ぶか」や、子どもたちを「ど

のように支援するか」という

視点を大切にし、多様な子ど

もの状況に応じた学びの実

現を図ります。 

 

○記述内容の充実 

○パブコメ(38) 

１３ ４ 教育ビジ

ョンを貫く視

点 

（３７頁） 

▽ 学年や校種を越えた連続

性のある学びを実現します 

子どもたちの資質・能力を

バランスよく育むことをめざ

し、幼児教育から高等学校

教育までを通じて、子どもた

ちの学習状況に応じて補充

的・発展的な学習指導を行

ったり、子どもたちが学習状

況やキャリア形成を見通し

振り返りながら学習活動を

充実していけるよう働きかけ

たりしながら教育活動を進

めるとともに、学年や学校段

階を越えた子ども同士の学

び合いの機会を充実するな

ど、連続性のある多様な学

びの実現に向けて取り組み

ます。 

 

▽ 学年や校種を越えた連続

性のある学びを実現します 

子どもたちの資質・能力を

バランスよく育むことをめざ

し、幼児教育から高等学校

教育までを通じて、子どもた

ちの学習状況に応じて補充

的・発展的な学習指導を行

ったり、子どもたちが学習状

況やキャリア形成を見通し

振り返りながら学習活動を

充実していけるよう働きかけ

たりして教育活動を進めると

ともに、学年や校種を越えた

子ども同士の学び合いの機

会を充実するなど、連続性

のある多様な学びの実現に

向けて取り組みます。 

〇記述内容の精査 

○パブコメ(39) 

１４ ４ 教育ビジ

ョンを貫く視

点 

（３７頁） 

▽ 教職員がやりがいを持っ

て子どもたちと向き合える環

境をつくります 

学校における働き方の改

善により、教職員が学ぶ時

間を確保し自らの授業を磨

くことなどを通じて、子ども

たちによりよい教育を存分に

▽ 教職員がやりがいを持っ

て子どもたちと向き合える環

境をつくります 

学校における働き方の改

善により、教職員が学ぶ時

間を確保し自らの授業を磨

くことなどを通じて、子ども

たちによりよい教育を存分に

○記述内容の充実 

○パブコメ(40) 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

行うことができるよう、教育

に関わる全ての者の総力を

結集し、学校・教職員が担う

業務の適正化や学校におけ

る働き方改革の実効性の向

上、持続可能な勤務環境の

整備などの取組を進め、教

職員が志気高く誇りを持っ

て子どもたちに向き合うこと

ができる環境をつくります。 

行うことができるよう、教育

に関わる全ての者の総力を

結集し、学校・教職員が担う

業務の適正化や学校におけ

る働き方改革の実効性の向

上、持続可能な勤務環境の

整備などの取組を進め、教

職員が安心して本務に集中

し、志気高く誇りを持って子

どもたちに向き合うことがで

きる環境をつくります。 

 

１５ 基本施策・

施策 

（４２頁） 

（3） 特別支援教育の推進 

【基本的な考え方】 

○ 「特別支援学校における自

立と社会参画に向けた教育

の推進」にあたっては、特別

支援学校に在籍する子ども

たちの自立と社会参画に向

けて、組織的・計画的なキャ

リア教育や、障がいの有無

に関わらず、共に学ぶため

の交流および共同活動を推

進します。（後略） 

 

（3） 特別支援教育の推進 

【基本的な考え方】 

○ 「特別支援学校における自

立と社会参画に向けた教育

の推進」にあたっては、特別

支援学校に在籍する子ども

たちの自立と社会参画に向

けて、組織的・計画的なキャ

リア教育や、障がいの有無

に関わらず、共に学ぶため

の交流および共同学習を推

進します。（後略） 

〇記述内容の精査 

１６ 基本施策・

施策 

（４４頁） 

（５） 誰もが安心して学べる教

育の推進 

【基本的な考え方】 

上記の「めざす姿」を実現

するために、「不登校の状況

にある児童生徒への支援」、

「外国につながる児童生徒

の自立を支える力の育成」、

「防災教育・防災対策の推

進」、「子どもたちの安全・安

心の確保」、「学びのセーフ

ティネットの構築・学びの継

続」の各施策に取り組みま

す。 

（５） 誰もが安心して学べる教

育の推進 

【基本的な考え方】 

上記の「めざす姿」を実現

するために、「不登校の状況

にある児童生徒への支援」、

「外国につながる児童生徒

の自立に向けた力の育成」、

「防災教育・防災対策の推

進」、「子どもたちの安全・安

心の確保」、「学びのセーフ

ティネットの構築・学びの継

続」の各施策に取り組みま

す。 

 

〇記述内容の充実 

１７ 基本施策・

施策 

（４４頁） 

（５） 誰もが安心して学べる教

育の推進 

【基本的な考え方】 

○ 「外国につながる児童生徒

の自立を支える力の育成」

（５） 誰もが安心して学べる教

育の推進 

【基本的な考え方】 

○ 「外国につながる児童生徒

の自立に向けた力の育成」

〇記述内容の充実 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

にあたっては、外国につなが

る児童生徒が、自己実現を

果たし、社会の一員として自

立するために必要な力を身

につけられるよう、日本語力

や学力など、地域社会で生

きていくための基礎を培う

指導・支援の充実を図るとと

もに、就学の促進や多文化

共生の取組を推進します。 

 

にあたっては、外国につなが

る児童生徒が、自己実現を

果たし、社会の一員として自

立するために必要な力を身

につけられるよう、日本語力

や学力など、地域社会で生

きていくための基礎を培う

指導・支援の充実を図るとと

もに、就学の促進や多文化

共生の取組を推進します。 

 

１８ 基本施策・

施策 

（４４頁） 

（５） 誰もが安心して学べる教

育の推進 

【基本的な考え方】 

○ 「学びのセーフティネット

の構築・学びの継続」にあた

っては、さまざまな事情によ

り学びを必要とする人に対

応するため、多様な学びの

場の確保や支援の充実を図

ます。（後略） 

（５） 誰もが安心して学べる教

育の推進 

【基本的な考え方】 

○ 「学びのセーフティネットの

構築・学びの継続」にあたっ

ては、さまざまな事情により

学びを必要とする人に対応

するため、多様な学びの場

の確保や支援の充実を図り

ます。（後略） 

 

〇記述内容の精査 

１９ 基本施策・

施策 

（４５頁） 

（６） 学びを支える教育環境の

整備 

【基本的な考え方】 

上記の「めざす姿」を実現す

るために、「教職員の資質向上

とコンプライアンスの推進」、

「学校における働き方改革の推

進」、「ＩＣＴを活用した教育の

推進」、「地域とともにある学校

づくり」、「学校の特色化・魅力

化」、「学校施設の整備」、「家

庭での学びの応援」、「社会教

育の推進と地域の教育力の向

上」、「文化財の保存・活用・継

承」の各施策に取り組みます。 

 

（６） 学びを支える教育環境の

整備 

【基本的な考え方】 

上記の「めざす姿」を実現す

るために、「教職員の資質向

上・人材確保とコンプライアン

スの推進」、「学校における働

き方改革の推進」、「ＩＣＴを活

用した教育の推進」、「地域とと

もにある学校づくり」、「学校の

特色化・魅力化」、「学校施設

の整備」、「家庭での学びの応

援」、「社会教育の推進と地域

の教育力の向上」、「文化財の

保存・活用・継承」の各施策に

取り組みます。 

 

○記述内容の充実 

○県議会意見（５） 

２０ 基本施策・

施策 

（４５頁） 

（６） 学びを支える教育環境の

整備 

【基本的な考え方】 

○ 「教職員の資質向上とコン

プライアンスの推進」にあた

っては、教職員がコンプライ

（６） 学びを支える教育環境の

整備 

【基本的な考え方】 

○ 「教職員の資質向上・人材

確保とコンプライアンスの推

進」にあたっては、教職員が

○記述内容の充実 

○県議会意見（５） 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

アンス意識を高く持ち、主体

的な学びを支援する力や多

様な教育課題に対応できる

専門的指導力を身につけら

れるよう、効果的な研修を実

施します。（後略） 

 

コンプライアンス意識を高く

持ち、主体的な学びを支援

する力や多様な教育課題に

対応できる専門的指導力を

身につけられるよう、効果的

な研修を実施します。（後

略） 

 

２１ （1）一人ひと

りの自己肯

定感を涵養

する教育の

推進 

（4９頁） 

現状と課題 

② こうした中、子どもたちが

自他のかけがえのない価値

を認識しながら、多様な人び

とと協働し、さまざまな課題

解決を主体的に担うことが

できる存在であるという認

識を持って、自分の可能性

を伸ばしていけるよう、自己

肯定感の涵養を図ることが

重要です。 

 

現状と課題 

② こうした中、子どもたちが

自他のかけがえのない価値

を認識しながら、多様な人び

とと協働し、さまざまな課題

解決を主体的に担うことが

できる存在であるという認

識を持って、自分の可能性

を伸ばしていけるよう、自己

肯定感の涵養を図ることが

重要です。自己肯定感は、

自らの力の向上に向けて努

力することで得られる達成

感や他者からの評価等によ

るものと、自分の長所のみな

らず短所を含めた自分らし

さや個性を受け止めること

によるものの２つの側面から

とらえることが大切です。 

 

〇記述内容の充実 

 

２２ （1）一人ひと

りの自己肯

定感を涵養

する教育の

推進 

（4９頁） 

 現状と課題 

④ 家庭生活や社会環境が変

化する中、子育てを担う保

護者の孤立感や不安感、負

担感の増大が懸念されてお

り、家庭教育の担い手であ

る保護者を支えることができ

るよう、地域における家庭教

育支援の充実を図るととも

に、経済的困窮や虐待など、

さまざまな課題を抱える家

庭に対しては、より十分な支

援を行うことができるよう、

地域における支援体制の充

実を図る必要があります。 

 

〇記述内容の充実 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

２３ （1）一人ひと

りの自己肯

定感を涵養

する教育の

推進 

（５０頁） 

 

 

主な取組内容 

① 家庭教育支援・幼児教育

の充実 

○ 経済的困窮や虐待など、

支援を必要としながらも支

援が届きにくいさまざまな問

題を抱える家庭に対しては、

市町の福祉担当部局等の関

係機関と連携して支援を行

います。 

 

〇記述内容の充実 

 

２４ （1）一人ひと

りの自己肯

定感を涵養

する教育の

推進 

（5０頁） 

主な取組内容 

② 多様な子どもの状況に応

じた学びを支える指導の充

実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 子どもたち自身が学級や

学校生活、人間関係をより

よいものにしていけるよう、

皆で話し合い、皆で決めて、

皆で協力して実践するなど、

自発的・自治的な活動を促

進したり、その効果を高める

支援を行ったりしながら、子

どもたちの教育環境を整え

ます。 

主な取組内容 

② お互いを認め合い支え合

う学校づくり 

○ 子どもたちが安心して自分

の意見を述べ、なぜそう思っ

たのかを皆で考え、自分の

考えを深めたり、自分に足り

ないことに気づいたりする授

業をとおして、子どもたちが

互いに認め合い・励まし合

い・支え合える人間関係を

創りあげることができるよう

取り組みます。 

○ 子どもたち自身が学校生

活や学級をよりよいものにし

ていけるよう、校則・ルール

の見直しや児童会・生徒会

活動、学校行事の運営にお

いて意見を述べたり、議論し

たりする機会を設けるなど、

異年齢の子どもたちとも協

力し合いながら、皆で話し合

って実践する自発的・自治

的な活動を尊重し、子どもた

ち自身による創意工夫を引

き出す取組を進めます。 

○ 安全・安心な学校づくりに

向けて、教職員の支援の下、

子どもたち自身がいろいろ

な考え方があることを受け

入れ、理解し合える風土を

創り出すことができるよう、

学級・ホームルーム経営を

通じて、相手の気持ちに寄り

添ったり、感謝の気持ちを伝

〇記述内容の充実 

○アンケート 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

えたりする姿勢を子どもたち

が身につけることができる取

組を進めます。 

 

２５ （1）一人ひと

りの自己肯

定感を涵養

する教育の

推進 

（５１頁） 

 

主な取組内容 

② 多様な子どもの状況に応

じた学びを支える指導の充

実 

 

主な取組内容 

③ 多様な子どもの状況に応

じた学びを支える指導・支援

の充実 

〇記述内容の充実 

 

２６ （1）一人ひと

りの自己肯

定感を涵養

する教育の

推進 

（５１頁） 

 

主な取組内容 

② 多様な子どもの状況に応

じた学びを支える指導の充

実 

○ 自己肯定感の涵養に関す

る取組の趣旨が実現される

よう、研修等を通じて教職員

で共通理解を図りながら取

り組みます。 

 

主な取組内容 

③ 多様な子どもの状況に応

じた学びを支える指導・支援

の充実 

○ 自己肯定感の涵養に関す

る取組の趣旨が実現される

よう、研修等を通じて教職員

で共通理解を図りながら取

り組むとともに、子どもたち

や地域の状況に応じた学校

の自主的・自立的な活動を

進めます。 

 

〇記述内容の充実 

○パブコメ(50) 

２７ (1)一人ひと

りの自己肯

定感を涵養

する教育の

推進 

（５２頁） 

 

 主な取組内容 

③ 多様な子どもの状況に応

じた学びを支える指導・支援

の充実 

○ 家庭の経済状況にかかわ

らず、全ての子どもたちが、

質の高い教育を受け、夢や

希望を持って挑戦したり、多

様な体験や遊びの機会を得

たりすることができるよう、

地域未来塾など家庭や学校

とは異なる居場所での学習

支援等を地域と連携して進

めます。また、家庭の経済状

況等を背景として学習環境

が整わない子どもたちの自

己肯定感、学習意欲、進学・

就労に対する意欲等を高め

るため、子ども支援ネットワ

ークの活動の支援を進めま

す。 

〇記述内容の充実 

〇パブコメ(49) 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

２８ (2)確かな

学力の育成 

（５３頁） 

現状と課題 

④ 「令和５年度全国学力・学

習状況調査」の教科に関す

る調査において、平均正答

率が全国平均値を上回った

教科は、小中学校あわせた

５教科中１教科でした。調査

全体を見ると改善傾向にあ

りますが、国語では文脈に

即した漢字等を正しく使うこ

とや、根拠を明確に示すなど

して自分の考えを書くこと、

算数・数学では図形・割合

に、課題がみられます。 

 

現状と課題 

④ 近年の「全国学力・学習状

況調査」における本県の状

況は改善傾向にあります

が、国語では文脈に即した

漢字等を正しく使うことや、

根拠を明確に示すなどして

自分の考えを書くこと、算

数・数学では図形・割合に、

依然として課題がみられま

す。 

 

〇記述内容の充実 

〇パブコメ(54) 

２９ (2)確かな

学力の育成 

（５４頁） 

主な取組内容 

② 一人ひとりに応じたきめ細

かな指導の充実 

○ 小中学校において、子ども

たちが、基礎的・基本的な知

識・技能の習得も含め、学習

内容を確実に身につけるこ

とができるよう、「みえスタデ

ィ・チェック」を実施します。

また、ＣＢＴシステムを使用

することで、設問ごとの定着

状況に応じ、学習内容を遡

った問題やさらに難しい問

題を、実施後すぐに子どもた

ちの１人１台端末に提供する

など、ICT を効果的に活用

して一人ひとりに応じた補充

的な学習や発展的な学習を

進めます。 

 

主な取組内容 

② 一人ひとりに応じたきめ細

かな指導の充実 

○ 小中学校において、子ども

たちが、基礎的・基本的な知

識・技能の習得も含め、学習

内容を確実に身につけるこ

とができるよう、「みえスタデ

ィ・チェック」の活用を進めま

す。ＣＢＴシステムを使用す

ることで、設問ごとの定着状

況に応じ、学習内容を遡っ

た問題やさらに難しい問題

を、実施後すぐに子どもたち

の１人１台端末に提供するな

ど、ICT を効果的に活用し

て一人ひとりに応じた補充

的な学習や発展的な学習を

進めます。 

 

〇記述内容の充実 

〇パブコメ(55) 

３０ (3)幼児教

育の推進 

（５８頁） 

主な取組内容 

① 幼稚園等における教育・保

育活動の充実 

○ 幼児教育センターを核に、

全ての幼稚園等において、

幼稚園教育要領、保育所保

育指針、幼保連携型認定こ

ども園教育・保育要領で共

通に示された「幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿」

を考慮した教育・保育の充

主な取組内容 

① 幼稚園等における教育・保

育活動の充実 

○ 市町と連携を図りながら、

三重県幼児教育センターを

核に、全ての幼稚園等にお

いて、幼稚園教育要領、保

育所保育指針、幼保連携型

認定こども園教育・保育要

領で共通に示された「幼児

期の終わりまでに育ってほ

〇記述内容の充実 

〇パブコメ(62) 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

実、幼稚園等と小学校等と

の連携の充実を一体的・総

合的に推進するための体制

整備に取り組みます。 

 

しい姿」を考慮した教育・保

育の充実、幼稚園等と小学

校等との連携の充実を一体

的・総合的に推進するため

の体制整備に取り組みま

す。 

 

３１ (6)読書活

動・文化芸

術活動の推

進 

（６８頁） 

主な取組内容 

① 学校における読書活動の

推進 

○ 子どもたちの読書環境を

整備するため、学校図書館

図書標準の達成や学校図書

館への新聞配備に向けた取

組を進め、学校図書館の充

実を図ります。また、いつ、ど

こにいても読書に親しむこと

ができるよう、電子図書を導

入するなど読書機会の拡充

を図ります。 

 

主な取組内容 

① 学校における読書活動の

推進 

○ 子どもたちの読書環境を

整備するため、学校図書館

図書標準の達成や学校図書

館への新聞配備に向けた取

組を進めるなど学校図書館

の充実を図ります。また、い

つ、どこにいても読書に親し

むことができるよう、デジタ

ル社会に対応した読書環境

の整備を進めます。 

 

〇記述内容の充実 

〇パブコメ(68) 

○アンケート 

 

３２ (7)健康教

育 ・食育の

推進 

（７１頁） 

現状と課題 

② 本県の献血率は全国平均

より低い状況が続いている

ことから、高校生等への一

層の啓発が求められます。

（後略） 

現状と課題 

② 本県の献血率は全国平均

より低い状況が続いていま

す。子どもたちが献血の意

義や制度について学ぶこと

は、生命の大切さを考えるき

っかけとなり、社会性を養う

ものであることから、献血制

度について理解を深める取

組を推進する必要がありま

す。（後略） 

 

〇記述内容の充実 

○パブコメ(72) 

 

３３ (7)健康教

育 ・食育の

推進 

（７１頁） 

現状と課題 

④ （前略）健全な食生活を送

るためには、生活習慣の改

善や生活習慣病の予防に取

り組む必要があります。ま

た、地域の自然や文化、産

業等に関する理解を深める

とともに、食文化や農林水産

業が次の世代へ維持・継承

されるよう、学校給食等を活

用した食育の推進が求めら

れます。 

現状と課題 

①  （前略）生涯にわたって健

康で活力ある生活を送る

ためには、生活習慣・食生

活の改善や生活習慣病の

予防に取り組む必要があ

ります。また、地域の自然

や文化、農林水産業等に

関する理解を深めたり、食

への感謝の気持ちを育ん

だりするとともに、食文化

の継承・発展につなげてい

〇記述内容の充実 

○県議会意見（３） 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

くことができるよう、学校給

食等を活用した食育の推

進が求められます。 

 

３４ (7)健康教

育 ・食育の

推進 

（7２頁） 

主な取組内容 

① 健康教育の充実 

○ がん教育の指導者向け研

修会を医療関係者・がん経

験者等と連携して実施する

など、子どもたちが、がんに

ついて正しく理解したり、自

他の健康と命の大切さにつ

いて考えを深めたりできるよ

う、がん教育の充実に取り

組みます。 

主な取組内容 

① 健康教育の充実 

○ 子どもたちが、がんについ

て正しく理解したり、自他の

健康と命の大切さについて

考えを深めたりできるよう、

医療関係者やがん経験者な

どの外部講師と取り組むが

ん教育を推進します。また、

指導者向け研修会を実施

し、がん教育の意義や指導

内容等を学ぶ機会の提供を

図ります。 

 

〇記述内容の充実 

３５ (7)健康教

育 ・食育の

推進 

（７２頁） 

主な取組内容 

① 健康教育の充実 

○ ライフデザインについて、

保健体育科や家庭科を中心

とした各教科や特別活動な

どの指導や、講演会の実施

により、子どもたちが家庭を

築くことや子育ての意義、妊

娠・出産等について考え、理

解を深められるよう取り組

みます。（後略） 

 

主な取組内容 

① 健康教育の充実 

○ ライフプランニングについ

て、保健体育科や家庭科を

中心とした各教科や特別活

動などの指導や、講演会の

実施により、子どもたちが家

庭を築くことや子育ての意

義、妊娠・出産等について考

え、理解を深められるよう取

り組みます。（後略） 

 

〇記述内容の充実 

 

３６ (7)健康教

育 ・食育の

推進 

（７２頁） 

 脚注 

自分自身を見つめ、自分の

リソース（資源）を見いだし、自

分の生き方を問い直し、将来

を見通し自分の人生を考え続

けること。 

 

〇記述内容の充実 

３７ (7)健康教

育 ・食育の

推進 

（７３頁） 

主な取組内容 

③ 食に関する指導・学校給食

の充実 

○ 子どもたちが、栄養や食事

のとり方、望ましい生活習慣

の確立、生活習慣病の予

防、食料の大切さや品質・安

全について、正しい知識・情

主な取組内容 

③ 食に関する指導・学校給食

の充実 

○ 子どもたちが、栄養バラン

スのよい食事のとり方、望ま

しい生活習慣の確立、食品

の大切さや品質・安全性に

ついて、正しい知識・情報に

○記述内容の充実 

○パブコメ(73、 

74、78) 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

報に基づいて自ら判断し、

実践していく能力を身につ

けることができるよう、家庭・

地域と連携しながら、教育活

動全体で食育に取り組みま

す。 

 

基づいて自ら判断し、実践し

ていく能力を身につけること

ができるよう、栄養教諭を中

核として家庭・地域と連携し

ながら、教育活動全体で食

育に取り組みます。 

 

３８ (7)健康教

育 ・食育の

推進 

（７３頁） 

主な取組内容 

③ 食に関する指導・学校給食

の充実 

○ 安全で安心な学校給食を

提供するため、学校給食の

安全と充実に向けた講習会

等を開催し、給食関係者の

資質向上を図るとともに、異

物混入や食中毒等の事故防

止の徹底を図ります。また、

アレルギー疾患対応の手引

きやヒヤリハット事例集（ア

レルギー・異物混入）等を活

用することで、学校給食にお

ける食物アレルギー対応に

取り組みます。 

 

主な取組内容 

③ 食に関する指導・学校給食

の充実 

○ 子どもたちが安全に学校

給食を食べることができるよ

う、学校給食の安全と充実

に向けた講習会の開催など

により、栄養教諭など給食関

係者の資質の向上に取り組

みます。また、「学校における

アレルギー疾患対応の手引」

や「学校給食における異物

混入・ヒヤリハット事例集」等

の使用が着実に進むよう普

及促進を図り、食中毒・異物

混入の防止、食物アレルギ

ー対応へのなど、事故防止

の徹底を図ります。 

 

○記述内容の充実 

○パブコメ (73 ､

78) 

３９ (7)健康教

育 ・食育の

推進 

（７３頁） 

主な取組内容 

③ 食に関する指導・学校給食

の充実 

○ 学校給食を「生きた教材」

として活用した指導や、残食

削減・農業体験等の活動を

とおして、地場産物への関

心や理解を深めます。また、

地場産物の活用を促進し、

郷土料理などの食文化を継

承するとともに、生産等に関

わる人びとへの感謝の心を

育む取組を進めます。 

主な取組内容 

③ 食に関する指導・学校給食 

の充実 

○ 学校給食を「生きた教材」

として活用して三重の地物

を取り入れたり、食に関する

さまざまな体験活動を行っ

たりする取組を通じて、地場

産物・国産食材や食文化に

対する子どもたちの理解を

促進するとともに、生産等に

関わる人びとに対する感謝

の心の醸成を図ります。ま

た、残食削減の活動をとおし

て、食品ロス削減の取組を

進めます。 

 

○記述内容の充実 

○県議会意見（３） 

４０ (7)健康教

育 ・食育の

KPI(重要業績評価指標) 

※１ 年間を通じて、給食後の

KPI(重要業績評価指標) 

※１ 年間を通じて、給食後の

〇記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

推進 

（７４頁） 

歯みがき指導またはフッ化

物洗口を実施している公立

小学校および特別支援学校

（小学部）の割合（三重県教

育委員会調べ） 

 

歯みがき指導またはフッ化

物洗口を実施している公立

小学校および県立特別支援

学校（小学部）の割合（三重

県教育委員会調べ） 

 

 

４１ (8)体力の

向上と運動

部活動改革

の推進 

（７６頁） 

 

 

主な取組内容 

① 子どもたちの体力向上に

向けた運動機会の拡充 

〇 子どもたちが日常的に運

動に親しむことができるよ

う、体育館の開放など、学校

体育施設等の有効活用を推

進するとともに、適切な維持

管理を行います。 

 

○記述内容の充実 

○パブコメ(79) 

４２ （8）体力の

向上と運動

部活動改革

の推進 

（７６頁） 

主な取組内容 

② 教職員の指導力向上によ

る体育授業の充実 

○ 子どもたちが楽しさや喜び

を味わいながら体を動かし、

運動が好きになり、自ら進ん

で運動する習慣を身につけ

るとともに、発達段階に応じ

た体力や技能が養われるよ

う、ＩＣＴを活用しつつ、体

育・保健体育の授業を工夫・

改善する取組を進めます。 

 

主な取組内容 

② 教職員の指導力向上によ

る体育授業の充実 

○ 子どもたちが楽しさや喜び

を味わいながら体を動かし、

運動が好きになり、自ら進ん

で運動する習慣を身につけ

るとともに、発達段階に応じ

た体力や技能が養われるよ

う、ＩＣＴも効果的に活用しつ

つ、体育・保健体育の授業を

工夫・改善する取組を進め

ます。 

 

〇記述内容の充実 

４３ (8)体力の

向上と運動

部活動改革

の推進 

（７７頁） 

主な取組内容 

③ 運動部活動改革の推進 

〇 部活動の地域移行を進め

るため、運営団体や実施主

体となるスポーツ団体等へ

の協力依頼や指導者養成の

ための研修の実施などによ

り、地域クラブ活動の指導者

の不足や質の向上に対応す

る取組を進めます。 

 

主な取組内容 

③ 運動部活動改革の推進 

〇 中学校における休日の部

活動の地域連携・地域移行

を進めるため、運営団体や

実施主体となるスポーツ団

体等への協力依頼や指導者

養成のための研修の実施な

どにより、地域クラブ活動の

指導者の不足や質の向上に

対応する取組を進めます。 

 

〇記述内容の充実 

 

４４ (8)体力の

向上と運動

部活動改革

主な取組内容 

④ 学校スポーツにおける事

故防止 

主な取組内容 

④ 学校体育・運動部活動に

おける事故防止 

〇記述内容の充実 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

の推進 

（７７頁） 

 

 

４５ (8)体力の

向上と運動

部活動改革

の推進 

（７７頁） 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

運動する時間を自ら確保して

いる子どもたちの割合 ※１ 

現状値 小学生 

39.２％ 

中学生 

7７.４％ 

（R4） 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

運動する時間を自ら確保して

いる子どもたちの割合 ※１ 

現状値 小学生 

39.3％ 

中学生 

75.9％ 

（R4） 

 

〇記述内容の精査 

 

４６ (8)体力の

向上と運動

部活動改革

の推進 

（７７頁） 

 

KPI(重要業績評価指標) 

運動部活動の地域連携・地域

移行を進めた中学校の割合 

※２ 

KPI(重要業績評価指標) 

運動部活動の地域連携・地域

移行に取り組んでいる中学校

の割合 ※２ 

〇記述内容の精査 

４７ （1）キャリア

教育の推進 

（７９頁） 

現状と課題 

② 県立高等学校卒業者の就

職状況は、近年、３月末時点

で内定率 99.5%以上と高

い水準で推移している一方

で、目的意識がなく、今後の

見通しもないまま卒業して

いく者もいることから、全て

の子どもたちが将来を見通

した上で、進路を実現できる

よう、支援を進める必要が

あります。 

 

現状と課題 

② 県立高等学校卒業者の就

職状況は、近年、３月末時点

で内定率 99.5%以上と高

い水準で推移している一方

で、目的意識がなく、今後の

見通しもないまま卒業して

いく者もいます。全ての子ど

もたちが社会的な課題を多

面的・多角的にとらえ、将来

を見通した上で進路を決定

できるよう、支援を進める必

要があります。 

 

〇記述内容の充実 

 

４８ （1）キャリア

教育の推進 

（８０頁） 

主な取組内容 

① 学校の教育活動全体をと

おした組織的かつ計画的な

キャリア教育の推進 

〇 各学校でのキャリア教育に

関する取組を推進し、県内

外の先進的な事例等につい

て学ぶことができるよう、教

職員を対象とした研修会を

開催します。 

 

主な取組内容 

① 学校の教育活動全体をと

おした組織的かつ計画的な

キャリア教育の推進 

〇 全ての子どもたちが学校

での学習と自分の将来との

関係に意義を見い出して意

欲を持って学び、可能性を

最大限に発揮できるよう、各

学校において社会で活躍し

ている人を招へいするなど、

子どもたちのキャリア発達を

促す取組を推進します。ま

た、県内外の先進的な事例

〇記述内容の充実 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

等について学ぶことができ

る教職員を対象とした研修

会を開催します。 

 

４９ （1）キャリア

教育の推進 

（８２頁） 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

目標を持って学習や活動に取 

り組んでいる子どもたちの割 

合 ※１ 

現状値 小学生 

90.9％ 

中学生 

90.5％ 

高校生 

70.8％ 

（R4） 

 

KPI(重要業績評価指標) 

目標を持って学習や活動に取 

り組んでいる子どもたちの割 

合 ※１ 

現状値 小学生 

90.9％（R4） 

中学生 

90.5％（R4） 

高校生 

7１.０％（Ｒ５） 

〇記述内容の精査 

 

５０ （1）キャリア

教育の推進 

（８２頁） 

KPI(重要業績評価指標) 

学校外の活動に自ら参加し、

将来の進路を考えることにつ

なげている高校生の割合 ※２ 

現状値 高校生 

83.7% 

（R4） 

 

KPI(重要業績評価指標) 

学校外の活動に自ら参加し、

将来の進路を考えることにつ

なげている高校生の割合 ※２  

現状値 ８２．８% 

〇記述内容の精査 

 

 

５１ (2)グローカ

ル教育の推

進 

（８３頁） 

めざす姿 

子どもたちが、グローバルな

視野と志を持ちながら、高い目

標に向けて挑戦しようとする意

欲を高め、地域にあっても、世

界にあっても活躍できる力を

身につけています。 

めざす姿 

子どもたちが、グローバルな

視野と志を持ちながら、自ら定

めた目標に向けて挑戦しようと

する意欲を高め、地域にあって

も、世界にあっても活躍できる

力を身につけています。 

 

〇記述内容の充実 

○パブコメ(87) 

５２ (2)グローカ

ル教育の推

進 

（８４頁） 

主な取組内容 

② 多文化共生の考え方に基

づく教育の推進 

○ 子どもたちが、互いの国・

地域の食文化や伝統行事等

を紹介し合う取組や地域に

暮らす外国人との交流など

を推進するとともに、ＮＧＯ・

ＮＰＯ等のさまざまな機関と

連携し、子どもたちが多様な

生き方、価値観、文化等に

触れる機会を創出します。 

 

主な取組内容 

② 多文化共生の考え方に基

づく教育の推進 

○ 子どもたちが、互いの国・

地域の食文化や伝統行事等

を紹介し合ったり、地域に暮

らす外国人や外国語指導助

手（ＡＬＴ）、国際交流員（ＣＩ

Ｒ）等と交流したりする取組

などを推進するとともに、Ｎ

ＧＯ・ＮＰＯ等のさまざまな機

関と連携し、子どもたちが多

様な生き方、価値観、文化等

に触れる機会を創出します。 

〇記述内容の充実 

○パブコメ(88) 

〇アンケート 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

５３ (2)グローカ

ル教育の推

進 

（８４頁） 

主な取組内容 

② 多文化共生の考え方に基

づく教育の推進 

○ 高等学校においては、自ら

考え判断し行動する力、他

者と共に成長しながら新し

い社会を創造する力、外国

語で積極的にコミュニケー

ションを図る語学力を育む

ため、海外留学や海外インタ

ーンシップ等を推進するとと

もに、英語によるディスカッ

ションやディベート等を行う

機会の創出に取り組みま

す。 

 

主な取組内容 

② 多文化共生の考え方に基

づく教育の推進 

〇 高等学校においては、自ら

考え判断し行動する力、他

者と共に成長しながら新し

い社会を創造する力、外国

語で積極的にコミュニケー

ションを図る語学力を育む

ため、企業等との協働も取り

入れながら、海外留学や海

外インターンシップ、姉妹校

提携による学校間交流、ホ

ームステイをとおした国際交

流等を推進するとともに、英

語によるディスカッションや

ディベート等を行う機会の

創出に取り組みます。 

〇記述内容の充実 

 

５４ (2)グローカ

ル教育の推

進 

（８４頁） 

主な取組内容 

③ 英語教育の推進 

○ 小中高等学校の教員によ

る校種を越えた授業見学や

意見交換など、「三重県英語

教育改善プラン」における小

中高連携の取組を県内各地

域に普及することで、小中高

等学校の 10 年間を見通し

た系統的な英語教育の実現

をめざします。 

主な取組内容 

③ 英語教育の推進 

○ 小中高等学校の教員によ

る校種を越えた授業見学や

意見交換など、「三重県英語

教育改善プラン」における小

中高連携の取組を県内各地

域に普及することで、小中高

等学校の 10 年間を見通し

た系統的な英語教育を実現

できるよう取り組みます。 

〇記述内容の充実 

 

５５ (2)グローカ

ル教育の推

進 

（８５頁） 

KPI(重要業績評価指標) 

国際的視野や論理的・科学的

思考力、探究心を育む取組に

参加した生徒の数 ※１           

現状値 中学生 

1,321人 

高校生 

224人 

（R4） 

※１ 国際的視野や論理的・科

学的思考力、探究心を育むた

めに県が実施する取組に参加

した公立中学生および県立高

校生の数（三重県教育委員会

調べ） 

 

KPI(重要業績評価指標) 

国際的視野や論理的・科学的

思考力、探究心を育む取組に

参加した生徒の数 ※１ 

現状値 中学生 

898人（R5） 

高校生 

224人（R4） 

※１ 国際的視野を広げ、多様

な価値観を理解したり、論理

的・科学的思考力、探究心

を育んだりするために県が

実施する取組に参加した公

立中学生および県立高校生

の数（三重県教育委員会調

べ） 

〇記述内容の充実 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

５６ (3) 新 た な

価値を創り

出す力の育

成 

（８７頁） 

主な取組内容 

① 自律した学習者の礎づくり 

○ GIGA スクール構想によ

り、１人１台端末環境と通信

ネットワーク環境が整備され

たことを最大限に生かし、端

末を日常的に活用するとと

もに、これまでの実践と ICT

とを最適に組み合わせるこ

とで、子どもたちの多様な能

力・適性、興味・関心等に応

じた学びの実現をめざしま

す。 

 

主な取組内容 

① 自律した学習者の礎づくり 

○ GIGA スクール構想によ

り、１人１台端末環境と通信

ネットワーク環境が整備され

たことを最大限に生かし、端

末を日常的に活用するとと

もに、これまでの実践と ICT

とを最適に組み合わせるこ

とで、子どもたちの多様な能

力・適性、興味・関心等に応

じた学びの実現に向けた取

組を進めます。 

〇記述内容の充実 

 

５７ (3) 新 た な

価値を創り

出す力の育

成 

（８８頁） 

主な取組内容 

① 自律した学習者の礎づくり 

○ 自ら定める目標に向けて

必要な学習内容や方法を決

定し、学習状況等を振り返り

ながら、必要に応じて改善を

行い、学び続けていく「自律

した学習者」の育成をめざし

ます。（後略） 

主な取組内容 

① 自律した学習者の礎づくり 

○ 自ら定める目標に向けて

必要な学習内容や方法を決

定し、学習状況等を振り返り

ながら、必要に応じて改善を

行い、学び続けていく「自律

した学習者」の育成を推進し

ます。（後略） 

 

〇記述内容の充実 

 

５８ (3) 新 た な

価値を創り

出す力の育

成 

（８８頁） 

主な取組内容 

② 探究活動、ＳＴＥＡＭ教育

等の推進 

○ 高等学校においては、将

来、国際舞台で活躍できる

科学技術系人材を育成する

ために、スーパーサイエンス

ハイスクール指定校等を中

心に、先進的な科学技術、

理科・数学教育を通じて、生

徒の個性と能力を一層伸ば

していく教育に取り組みま

す。 

 

主な取組内容 

② 探究活動、ＳＴＥＡＭ教育

等の推進 

〇 高等学校においては、将

来、国際舞台で活躍できる

科学技術系人材を育成する

ため、企業や高等教育機

関、研究機関等の知見も取

り入れながら、スーパーサイ

エンスハイスクール指定校

等を中心に、先進的な科学

技術、理科・数学教育を通じ

て、生徒の個性と能力を一

層伸ばしていく教育に取り

組みます。 

 

〇記述内容の充実 

５９ (3) 新 た な

価値を創り

出す力の育

成 

（８８頁） 

 脚注 

文部科学省からの指定を受

け、先進的な理数系教育を実

施している高等学校。 

〇記述内容の充実 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

６０ (3) 新 た な

価値を創り

出す力の育

成 

（９０頁） 

KPI(重要業績評価指標) 

困難だと思うことでも、前向き

に考えて挑戦している高校生

の割合 ※１ 

現状値 高校生 

76.9% 

（R4） 

 

KPI(重要業績評価指標) 

困難だと思うことでも、前向き

に考えて挑戦している高校生

の割合 ※１ 

現状値 ７6.０% 

〇記述内容の精査 

 

 

６１ (4)主体的

に社会を形

成する力の

育成 

（９３頁） 

KPI(重要業績評価指標) 

地域や社会をよくするため

に、社会の形成者として権利を

行使し責任を果たそうと考える

高校生の割合 ※ 

現状値 高校生 

65.0% 

（R4） 

 

KPI(重要業績評価指標) 

地域や社会をよくするため

に、社会の形成者として権利を

行使し責任を果たそうと考える

高校生の割合 ※ 

現状値 ６３．９% 

 

〇記述内容の精査 

 

 

６２ （1）一人ひと

りに応じた

切れ目のな

い教育の推

進 

（９６頁） 

主な取組内容 

① 一人ひとりに応じた指導・

支援の充実 

〇 （前略）また、発達障がい

支援について、高度な専門

性を身につけるための研修

を実施するなど、地域で発

達障がい支援の中心となる

教員を養成します。 

主な取組内容 

① 一人ひとりに応じた指導・

支援の充実 

〇 （前略）また、発達障がい

支援について、高度な専門

性を身につけるための研修

を実施するなど、地域で中

心となる教員を養成し、発達

障がい支援の経験が少ない

教員等への支援体制の充実

を図ります。 

 

〇記述内容の充実 

〇パブコメ(92) 

６３ （1）一人ひと

りに応じた

切れ目のな

い教育の推

進 

（９６頁） 

主な取組内容 

① 一人ひとりに応じた指導・

支援の充実 

〇 特別支援学校のセンター

的機能として、特別支援教

育コーディネーター等が、小

中学校等への教育相談や研

修会等を実施し、教職員の

特別支援教育に関する専門

性の向上に取り組みます。 

 

主な取組内容 

① 一人ひとりに応じた指導・

支援の充実 

〇 特別支援学校のセンター

的機能として、特別支援教

育コーディネーター等が、小

中学校・高等学校等への教

育相談や研修会等を実施

し、教職員の特別支援教育

に関する専門性の向上に取

り組みます。 

 

〇記述内容の充実 

６４ （1）一人ひと

りに応じた

切れ目のな

い教育の推

進 

主な取組内容 

① 一人ひとりに応じた指導・

支援の充実 

〇 高等学校において、特別な

支援を必要とする生徒の支

主な取組内容 

① 一人ひとりに応じた指導・

支援の充実 

〇 高等学校では、特別な支

援を必要とする生徒につい

〇記述内容の充実 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

（９６頁） 援情報が確実に引き継が

れ、安心して学校生活を送

ることができる体制を整える

とともに、通級による指導の

充実を図るなど、実態やニ

ーズに応じた支援を行いま

す。 

 

て中学校からの支援情報を

確実に引き継ぐとともに、発

達障がい支援員などの助言

を受けながら、個別のニー

ズに応じた支援を行います。

また、通級による指導を実施

する高等学校の拡充に向け

た取組を進めます。 

 

６５ （1）一人ひと

りに応じた

切れ目のな

い教育の推

進 

（９６頁） 

 脚注 

県内の高等学校における特

別支援教育の推進のため、校

内研修会の講師、実態把握お

よび心理検査の実施と指導に

関する助言、本人および保護

者との面談、「個別の教育支援

計画」、「個別の指導計画」の

作成支援などを行う専門的な

知識や経験を持った職員。 

 

〇記述内容の充実 

６６ （1）一人ひと

りに応じた

切れ目のな

い教育の推

進 

（９６頁） 

主な取組内容 

① 一人ひとりに応じた指導・

支援の充実 

○ 特別な支援を必要とする

子どもたちが、新しい時代に

活躍できる技能や力を身に

つけることができるよう、障

がいの状態や一人ひとりの

ニーズに応じて、ＩＣＴを効果

的に活用します。（後略） 

 

主な取組内容 

① 一人ひとりに応じた指導・

支援の充実 

○ 特別な支援を必要とする

子どもたちが、新しい時代に

活躍できる技能や力を身に

つけることができるよう、障

がいの状態や一人ひとりの

ニーズに応じて、点字プリン

ターや発話を文字変換する

ソフトなどＩＣＴの活用を図

り、指導の効果を高めます。

（後略） 

 

〇記述内容の充実 

６７ （1）一人ひと

りに応じた

切れ目のな

い教育の推

進 

（９７頁） 

 

 

KPI(重要業績評価指標) 

特別支援教育に関する高い専

門性を生かした指導・支援を

行った高等学校の割合 ※１ 

現状値  ８２．５％ 

（Ｒ４） 

目標値  １００％ 

 

※１ 特別な支援を必要とする

生徒が在籍する県立高等学

校のうち、発達障がい支援

〇記述内容の充実 

〇県議会意見（１） 

〇パブコメ(93) 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

員または特別支援学校のコ

ーディネーター等による相

談・支援を複数回活用し、指

導・支援を行った学校の割

合（三重県教育委員会調

べ） 

 

６８ （1）一人ひと

りに応じた

切れ目のな

い教育の推

進 

（９７頁） 

KPI(重要業績評価指標) 

通級指導教室による指導担当

教員の専門性向上を図る年間

を通じた研修を受講した教員

の数 ※ 

現状値  30人 

（R4） 

 

※ 通級指導教室による指導

を担当する教職員の専門性

の向上を図るために、大学と

連携して、年に 12 回以上の

研修を受講した教職員の数

（累計）（三重県教育委員会

調べ） 

 

KPI(重要業績評価指標) 

通級による指導を担当する教

職員に対する研修の受講者数 

※２ 

現状値  ６0人 

 

 

 

※２ 通級による指導を担当す

る教職員等の専門性の向上

を図るために、大学と連携し

て、年に 12回以上の研修を

受講した教職員の数（累計）

（三重県教育委員会調べ） 

 

〇記述内容の充実 

 

６９ (2)特別支

援学校にお

ける自立と

社会参画に

向けた教育

の推進 

（９９頁） 

めざす姿 

（前略）また、特別支援学校

に在籍する子どもたちと地域

の小中学校等に在籍する子ど

もたちが、交流活動を通じて共

に学ぶことにより、互いに理解

を深め、尊重する態度を身に

つけています。 

 

めざす姿 

（前略）また、特別支援学校

に在籍する子どもたちと地域

の小中学校等に在籍する子ど

もたちが、交流および共同学

習を通じて共に学ぶことによ

り、互いに理解を深め、尊重す

る態度を身につけています。 

 

〇記述内容の充実 

７０ (2)特別支

援学校にお

ける自立と

社会参画に

向けた教育

の推進 

（９９頁） 

現状と課題 

② 特別支援学校に在籍する

日常的に医療的ケアを必要

とする子どもたちが、安全で

安心して学び続けることが

できるよう、人工呼吸器の管

理等の高度な医療的ケアに

対応するとともに、保護者の

負担を可能な限り軽減する

必要があります。 

 

現状と課題 

② 特別支援学校に在籍する

日常的に医療的ケアを必要

とする子どもたちが、保護者

の付き添いがなくても安全・

安心に学校で学び続けるこ

とができるよう、人工呼吸器

の管理等の高度な医療的ケ

アへの対応も含め、学校に

おける医療的ケアに関する

体制の整備を進める必要が

あります。 

 

〇記述内容の充実 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

７１ (2)特別支

援学校にお

ける自立と

社会参画に

向けた教育

の推進 

（９９頁） 

現状と課題 

③ 子どもたちが、障がいの有

無に関わらず、経験を深め、

社会性や豊かな人間性を身

につけるとともに、互いを尊

重し合う大切さを学ぶ機会

として、近隣の学校や子ども

たちの居住地域の学校との

交流および共同学習をさら

に進めることが必要です。 

 

現状と課題 

③ 新型コロナウイルス感染症

の影響により、特別支援学

校と地域の小中学校等との

交流や共同学習が制限され

ました。こうした中、子どもた

ちが、障がいの有無に関わ

らず、経験を深め、社会性や

豊かな人間性を身につける

とともに、互いを尊重し合う

大切さを学ぶ機会として、近

隣の学校や子どもたちの居

住地域の学校との交流およ

び共同学習をさらに進める

ことが必要です。 

 

〇記述内容の充実 

〇パブコメ(30) 

７２ (2)特別支

援学校にお

ける自立と

社会参画に

向けた教育

の推進 

（１００頁） 

主な取組内容 

② 安全・安心・健康な生活を

送るための取組 

○ 特別支援学校において、ガ

イドラインに沿った医療的ケ

アを実施するとともに、医療

的ケア担当者への研修や福

祉車両等に看護師が同乗し

て通学支援を行うなど、保

護者の負担を軽減する取組

を進め、医療的ケアを必要

とする子どもたちが安全に

安心して学びを継続できる

よう支援します。 

 

主な取組内容 

② 安全・安心・健康な生活を

送るための取組 

○ 特別支援学校において、ガ

イドラインに沿った医療的ケ

アを実施するとともに、医療

的ケア担当者への研修を開

催したり、看護師が福祉車

両等に同乗する通学支援を

行ったりすることにより、医

療的ケアを必要とする子ど

もたちが安全に安心して学

びを継続できるよう支援しま

す。 

〇記述内容の充実 

７３ (2)特別支

援学校にお

ける自立と

社会参画に

向けた教育

の推進 

（１００頁） 

 

主な取組内容 

③ 交流活動等を通じた特別

支援教育の理解啓発 

〇 障がいの有無に関わらず、

互いに理解し尊重し合いな

がら生活していく態度を身

につけることができるよう、

地域の学校との交流や共同

学習をオンライン等も活用し

ながら継続して進めるととも

に、地域の小中学校に副次

的な籍を置くことについて、

市町等教育委員会と連携

し、取組を進めます。 

 

主な取組内容 

③ 交流活動等を通じた特別

支援教育の理解啓発 

〇 障がいの有無に関わらず、

互いに理解し尊重し合いな

がら生活していく態度を身

につけることができるよう、

地域の学校との交流および

共同学習をオンライン等も

活用しながら継続して進め

るとともに、地域の小中学校

に副次的な籍を置くことにつ

いて、市町等教育委員会と

連携し、取組を進めます。 

 

〇記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

７４ (2)特別支

援学校にお

ける自立と

社会参画に

向けた教育

の推進 

（１０１頁） 

 

主な取組内容 

④ 特別支援学校における学

習環境づくり 

〇 松阪あゆみ特別支援学校

の校舎を増築することで、在

籍する子どもの数の増加に

よる狭隘化への対応を進め

るとともに、令和９（2027）

年度から知的障がい部門に

加えて、肢体不自由部門を

設置します。また、玉城わか

ば学園でも、令和９（2027）

年度から知的障がい部門に

加えて肢体不自由部門を設

置し、通学時間を短縮しま

す。 

 

主な取組内容 

④ 特別支援学校における学

習環境づくり 

〇 松阪あゆみ特別支援学校

の校舎を増築し、在籍する

子どもの数の増加への対応

を進めるとともに、令和９

（2027）年度から知的障が

い部門に加えて、肢体不自

由部門を設置します。玉城

わかば学園でも、令和９

（2027）年度から知的障が

い部門に加えて肢体不自由

部門を設置し、通学時間を

短縮します。また、西日野に

じ学園など在籍する子ども

の数が増加している学校に

ついては、既存施設を有効

に活用するとともに、狭隘化

への対応について検討しま

す。 

 

〇記述内容の充実 

〇パブコメ(97) 

７５ （1）いじめや

暴力をなく

す取組の推

進 

（１０４頁） 

 主な取組内容 

① 子供たちが主体となった取

組の推進 

○ 安全・安心な学校づくりに

向けて、教職員の支援の下、

子どもたち自身がいろいろ

な考え方があることを受け

入れ、理解し合える風土を

創り出すことができるよう、

学級・ホームルーム経営を

通じて、相手の気持ちに寄り

添ったり、感謝の気持ちを伝

えたりする姿勢を子どもたち

が身につけるための取組を

進めます。（再掲） 

 

〇記述内容の充実 

〇アンケート 

７６ （1）いじめや

暴力をなく

す取組の推

進 

（１０６頁） 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

小中高等学校における暴力行

為の発生件数 ※２ 

目標値 ５.５件 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

小中高等学校における暴力行

為の発生件数 ※２ 

目標値 ６.０件 

 

〇記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

７７ (2) い じ め

の認知と学

校内外の教

育相談体制

の充実 

（１０７頁） 

脚注 

（前略）精神科医のほか、公

認心理士、臨床心理士、学校

心理士等があり、子どもたちへ

のカウンセリングや教職員およ

び保護者に対する助言・援助

を行います。 

 

脚注 

（前略）精神科医のほか、公

認心理師、臨床心理士、学校

心理士等があり、子どもたちへ

のカウンセリングや教職員およ

び保護者に対する助言・援助

を行います。 

〇記述内容の充実 

〇パブコメ(100) 

 

７８ (2) い じ め

の認知と学

校内外の教

育相談体制

の充実 

（１０８頁） 

② インターネット上のいじめ

の問題への対応 

○ インターネット上の誹謗中

傷や人権侵害等を早期発見

し、インターネット上のいじ

めから子どもたちを守るた

めに、ネットパトロール等の

取組を実施します。 

② インターネット上のいじめ

の問題への対応 

○ インターネット上の誹謗中

傷や人権侵害等を早期発見

し、インターネット上のいじ

めから子どもたちを守るた

めに、ネットパトロールの取

組を実施します。 

 

〇記述内容の充実 

７９ (1) 不登 校

の状況にあ

る児童生徒

への支援 

（１１７頁） 

現状と課題 

② 不登校児童生徒は年々増

加しており、不登校の要因・

背景は複雑化・多様化して

います。（後略） 

 

現状と課題 

② 不登校児童生徒は年々増

加しており、学校に対する保

護者や子どもたちの意識の

変化の影響のほか、コロナ

禍による生活環境の変化で

生活リズムが乱れやすい状

況や、学校生活においてさま

ざまな制限がある中、登校

する意欲が湧きにくい状況

があったことなど、不登校の

要因・背景は複雑化・多様化

しています。（後略） 

 

〇記述内容の充実 

〇パブコメ(30) 

８０ (1) 不登 校

の状況にあ

る児童生徒

への支援 

（１１８頁） 

主な取組内容 

② 多様な教育機会の確保 

〇 不登校児童生徒に係る多

様な教育機会を確保するこ

とができるよう、「学びの多

様化学校」の設置に向けて

取り組みます。また、校内教

育支援センターの整備およ

びオンラインを活用した学習

支援等の拡充に取り組みま

す。 

主な取組内容 

② 多様な教育機会の確保 

〇 不登校児童生徒の多様な

教育機会を確保するため、

「学びの多様化学校」の設置

に向けて取り組みます。ま

た、教室とは別の場所で学

習支援等を行う校内教育支

援センターの整備を推進す

るとともに、オンラインを活用

した学習支援や相談等の環

境整備に取り組みます。 

 

〇記載内容の充実 

○パブコメ(106) 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

８１ (1) 不登 校

の状況にあ

る児童生徒

への支援 

（１１８頁） 

主な取組内容 

③ 不登校児童生徒への効果

的な支援の充実 

○ 学校と教育支援センターや

フリースクール等による情報

共有を進め、不登校児童生

徒に関わる機関・施設が連

携した支援に取り組みます。 

 

主な取組内容 

③ 不登校児童生徒への効果

的な支援の充実 

○ 不登校児童生徒を支援す

る教育支援センターやフリー

スクール、福祉機関・施設等

と学校による情報共有を進

め、連携した支援に取り組み

ます。 

〇記載内容の充実 

○パブコメ(107) 

８２ (1) 不登 校

の状況にあ

る児童生徒

への支援 

（１１９頁） 

KPI（重要業績評価指標） 

長期欠席を含む不登校児童生

徒が 40 人を超える小中学校

における「校内教育支援センタ

ー」の設置数 ※２ 

目標値 ４２校 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

長期欠席を含む不登校児童生

徒が 40 人を超える小中学校

における「校内教育支援センタ

ー」の設置数 ※２ 

目標値 ５３校 

 

〇記述内容の充実 

８３ (2)外国に

つながる児

童生徒の自

立に向けた

力の育成 

（１２１頁） 

 

めざす姿 

外国につながる児童生徒

が、日本語力や学力など、地域

社会で生きていくための基礎

を培うことにより、将来の可能

性を広げ、自己実現を果たし、

社会の一員として自立するた

めに必要な力を身につけてい

ます。 

 

めざす姿 

外国につながる児童生徒

（以下「外国人児童生徒」とい

う。）が、日本語力や学力など、

地域社会で生きていくための

基礎を培うことにより、将来の

可能性を広げ、自己実現を果

たし、社会の一員として自立す

るために必要な力を身につけ

ています。 

 

〇記述内容の充実 

 

８４ (2)外国に

つながる児

童生徒の自

立に向けた

力の育成 

（１２１頁） 

 

 脚注 

外国につながる児童生徒に

は、日本国籍であっても複数

の言語や文化につながる児童

生徒を含みます。 

〇記述内容の充実 

８５ (2)外国に

つながる児

童生徒の自

立に向けた

力の育成 

（１２１頁） 

 

現状と課題 

② 本県では、公立小中学校

における日本語指導が必要

な外国につながる児童生徒

（以下「外国人児童生徒」と

いう。）の在籍率が全国的に

みても高く、子どもたちが学

校生活の中で多様な文化や

価値観等を共有し、多文化

共生について理解を深める

ことのできる魅力ある教育

現状と課題 

② 本県では、日本語指導が

必要な外国人児童生徒が在

籍する公立小中学校の割合

が全国的に見て高く、今後、

外国人児童生徒の数はさら

に増加することが見込まれ

ます。また、外国人児童生徒

の国籍や使用言語の多様化

が進んでいます。こうした状

況は、子どもたちが学校生

〇記述内容の充実 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

環境につながっており、今

後、さらに外国人児童生徒

は増加することが見込まれ

ています。 

また、日本での学校生活

や日本語習得、教科学習に

困難を抱えたり、進路決定

ができないまま学校を卒業

したり、中途退学したりする

外国人児童生徒もいます。

こうしたことから、外国人児

童生徒一人ひとりの文化や

生活習慣の違い、言葉が通

じないことなどから生じる不

安や悩みに寄り添って対応

するとともに、学びの継続に

向けた支援や、希望する進

路を実現するための支援を

行う必要があります。（後略） 

 

活の中で多様な文化や価値

観等を共有し、多文化共生

について理解を深めること

ができる魅力ある教育環境

につながっています。 

 

③ 日本での学校生活や日本

語習得、教科学習に困難を

抱えたり、進路決定ができな

いまま学校を卒業したり、中

途退学したりする外国人児

童生徒もいます。こうしたこ

とから、一人ひとりの文化や

生活習慣の違い、言葉が通

じないことなどから生じる不

安や悩みに寄り添って対応

するとともに、学びの継続や

希望する進路の実現に向け

た支援を推進する必要があ

ります。（後略） 

 

８６ (2)外国に

つながる児

童生徒の自

立に向けた

力の育成 

（１２１頁） 

 

現状と課題 

③ 本県では、外国人の子ども

が日常生活に必要な日本語

力や日本語で学ぶ力を身に

つけるための支援に先進的

に取り組んできました。一方

で、外国人が居住する地域

が広がっており、受入体制

や日本語指導についての課

題は、地域により違いがみら

れます。（後略） 

 

現状と課題 

④ 本県では、就学前段階や

義務教育段階において、日

常生活に必要な日本語力や

日本語で学ぶ力の習得のた

めの支援に先進的に取り組

んできました。一方で、外国

人の居住地域が広がってお

り、受入体制や日本語指導

についての課題は、地域に

より違いがみられます。（後

略） 

 

〇記述内容の充実 

 

８７ (2)外国に

つながる児

童生徒の自

立に向けた

力の育成 

（１２１頁） 

 

現状と課題 

④ 本県では、約 50％の公立

小中学校に外国人児童生徒

が在籍しており、今後、さら

に増加することが見込まれ

ます。このことから、外国人

児童生徒の実態に応じた日

本語指導や支援が求められ

ており、教職員の専門性を

高める必要があります。 

 

現状と課題 

⑤ 日本語指導が必要な外国

人児童生徒が在籍する県内

の公立小中学校の割合は約  

５０％であり、一人ひとりの

実態に応じた日本語指導や

支援を行うため、教職員の

専門性を高める必要があり

ます。 

 

〇記述内容の充実 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

８８ (2)外国に

つながる児

童生徒の自

立に向けた

力の育成 

（１２２頁） 

 

① 就学の促進 

○ 外国人の子どもの学ぶ機

会を保障するため、外国人

の子どもの実態を把握した

り、多言語対応のパンフレッ

トを用いて日本の学校制度

を周知したりするなどして、

就学に向けた取組を実施し

ます。 

 

① 就学の促進 

○ 外国人の子どもの学ぶ機

会を保障するため、多言語

対応のパンフレットを用いて

日本の学校制度の周知を図

るなど、就学に向けた取組を

実施します。 

 

〇記述内容の充実 

８９ (2)外国に

つながる児

童生徒の自

立に向けた

力の育成 

（１２２頁） 

 

主な取組内容 

① 就学の促進 

〇 在日期間が短いことで、日

本語運用能力やコミュニケ

ーション能力が十分でない

外国につながる生徒に対し、

高等学校での学習機会を確

保できるよう、外国につなが

る生徒を対象とした特別枠

入学者選抜を実施します。

また、進学や就職に関するセ

ミナーの実施や、奨学金や

社会保障制度等の情報提

供などを通じて、外国につな

がる生徒が将来の見通しを

持って進路を選択できるよ

う支援します。 

 

主な取組内容 

① 就学の促進 

〇 外国人児童生徒等が将来

の職業・生活などに夢や希

望を持って学習を続けられ

るよう、進学や就職等の進

路選択を支援するとともに、

在日期間が短いことで、日

本語運用能力やコミュニケ

ーション能力が十分でない

外国人生徒に対し、特別枠

による入学者選抜を実施し

ます。また、高等学校では、

進学や就職に関するセミナ

ーの実施や、奨学金・社会保

障制度等の情報提供などを

通じて、進路指導・キャリア

教育の充実を図ります。 

 

〇記述内容の充実 

９０ (2)外国に

つながる児

童生徒の自

立に向けた

力の育成 

（１２２頁） 

 

主な取組内容 

② 日本語指導・支援の充実 

○ 小中学校では、外国人児

童生徒が日本語で行う授業

に参加し、さまざまな人たち

との関わりをとおして学習に

取り組むことができるよう、

日本語で学ぶ力の育成をめ

ざしたカリキュラム（ＪＳＬカリ

キュラム）を活用した授業

や、外国人児童生徒の日本

語能力に応じた特別の教育

課程による日本語指導等の

取組について、効果的な実

践事例を普及し、外国人児

童生徒一人ひとりの状況に

応じた指導につなげます。 

主な取組内容 

② 日本語指導・支援の充実 

○ 小中学校では、外国人児

童生徒が日本語で行う授業

に参加し、さまざまな人たち

との関わりをとおして学習に

取り組むことができるよう、

日本語で学ぶ力の育成をめ

ざしたカリキュラム（ＪＳＬカリ

キュラム）を活用した授業

や、日本語能力に応じた特

別の教育課程による日本語

指導等の取組について、効

果的な実践事例を普及し、

一人ひとりの状況に応じた

指導につなげます。 

 

〇記述内容の充実 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

９１ (2)外国に

つながる児

童生徒の自

立に向けた

力の育成 

（１２２頁） 

 

主な取組内容 

② 日本語指導・支援の充実 

○ 外国人児童生徒が生活す

るための言語だけでなく、学

習する上で必要な言語を習

得し、安心して学びを継続で

きるよう、外国人児童生徒

巡回相談員の小中学校への

派遣や同時双方向によるオ

ンラインでのやりとりをとお

して、個々の日本語習得状

況に応じた学習支援を行い

ます。 

 

主な取組内容 

② 日本語指導・支援の充実 

○ 小中学校では、外国人児

童生徒が生活するための言

語だけでなく、学習する上で

必要な言語を習得し、安心

して学びを継続できるよう、

外国人児童生徒巡回相談

員の派遣や日本語教育のオ

ンライン授業の実施などを通

じて、個々の日本語習得状

況に応じた学習支援を行い

ます。 

 

〇記述内容の充実 

 

９２ (2)外国に

つながる児

童生徒の自

立に向けた

力の育成 

（１２２頁） 

 

主な取組内容 

② 日本語指導・支援の充実 

〇 県立学校では、日本語指

導が必要な生徒が在籍する

学校において、日本語学習

のための選択科目の開設

や、個々の日本語習得状況

に応じた取り出し授業などを

実施するとともに、母語によ

る学習支援や翻訳・通訳を

行う外国人生徒支援専門員

や、日本語学習等に係る支

援を行う日本語指導アドバ

イザーを配置し、日本語指

導が必要な生徒の指導・支

援の充実を図ります。 

 

主な取組内容 

② 日本語指導・支援の充実 

〇 外国人児童生徒が在籍す

る県立学校では、日本語学

習のための選択科目の開設

や、個々の日本語習得状況

に応じた取り出し授業など

の実施を進めるとともに、母

語による学習支援・進路相

談を行う外国人生徒支援専

門員や、日本語学習等に係

る支援を行う日本語指導ア

ドバイザー等を活用し、きめ

細かな指導・支援の取組を

推進します。 

 

〇記述内容の充実 

９３ (2)外国に

つながる児

童生徒の自

立に向けた

力の育成 

（１２３頁） 

 

主な取組内容 

② 日本語指導・支援の充実 

○ 就学前の外国人の子ども

を対象とするプレスクールの

取組が市町において進めら

れるよう、県が作成した教

材・マニュアルの普及啓発を

実施します。 

 

主な取組内容 

② 日本語指導・支援の充実 

○ 外国人の子どもの就学を

促進するため、プレスクール

の取組が市町において進め

られるよう、県が作成した教

材・マニュアルの普及を図り

ます。 

 

〇記述内容の充実 

 

９４ (2)外国に

つながる児

童生徒の自

立に向けた

力の育成 

主な取組内容 

② 日本語指導・支援の充実 

○ 家庭と連携しながら外国

人児童生徒の支援を行うこ

とができるよう、連絡・案内

主な取組内容 

② 日本語指導・支援の充実 

○ 外国人児童生徒の保護者

が学校からの連絡を正確に

把握できるよう、多言語に対

〇記述内容の充実 
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（１２３頁） 

 

文書例（ポルトガル語やタガ

ログ語など６言語）の作成

や、連絡文書等の翻訳支援

などを通じて、保護者への

支援を行います。 

 

応した連絡・案内文書例の

作成や、連絡文書等の翻訳

支援を行います。 

 

９５ (2)外国に

つながる児

童生徒の自

立に向けた

力の育成 

（１２３頁） 

 

 脚注 

ポルトガル語・スペイン語・

英語・タガログ語・中国語・ビ

ザイヤ語の６言語に対応（令和

５（２０２３）年 12月時点）。 

 

〇記述内容の充実 

９６ (2)外国に

つながる児

童生徒の自

立に向けた

力の育成 

（１２３頁） 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

日本語指導が必要な児童生徒

に対して、個々の日本語習得

レベルに応じた教育を計画的

に行っている学校の割合 ※    

現状値 小学校 

79.0％ 

中学校 

90.9％ 

高等学校 

62.5％ 

（R4） 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

日本語指導が必要な児童生徒

に対して、個々の日本語習得

レベルに応じた教育を計画的

に行っている学校の割合 ※ 

現状値 小学校 

79.0％（R4） 

中学校 

90.9％（R4） 

高等学校 

6８．８％（R５） 

 

〇記述内容の精査 

 

 

 

９７ (3)防災教

育・防災対

策の推進 

（１２５頁） 

現状と課題 

①  南海トラフ地震や津波、

年々勢力を増す台風、集中

豪雨など、「必ず起こる」大

規模災害から子どもたちが

自分の命を守る力を身につ

けるため、学校における防災

教育を効果的に推進すると

ともに、学校と家庭・地域が

協働して、災害時に子どもた

ちが発達段階に応じて地域

の一員として行動できる力

を育成する必要があります。 

 

現状と課題 

①  南海トラフ地震や津波、

年々勢力を増す台風、集中

豪雨など、「必ず起こる」大

規模災害から子どもたちが

自分の命を守る力を身につ

けるため、学校における防災

教育を効果的に推進すると

ともに、学校と家庭・地域が

協働して、災害時に子どもた

ちが発達段階に応じて地域

の一員として行動できる力

を育成する必要があります。

また、コロナ禍で制限された

避難訓練や関係機関との協

議など、安全な学びの環境

の確保に向けた取組の充実

を図っていくことが求められ

ています。 

 

〇記述内容の充実 

〇パブコメ(30) 
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９８ (3)防災教

育・防災対

策の推進 

（１２５頁） 

主な取組内容 

① 実践的な防災教育の推進 

○ 子どもたちが自分の命は

自分で守る力を身につけら

れるよう、防災教育用デジタ

ルコンテンツと防災ノートを

組み合わせた防災学習の充

実を図るとともに、防災タウ

ンウォッチング・防災マップ

づくり等の体験型学習や実

践的な防災訓練の実施な

ど、学校における防災教育

を推進します。 

主な取組内容 

① 実践的な防災教育の推進 

○ 子どもたちが自分の命は

自分で守る力を身につけら

れるよう、防災ノートと防災

教育用デジタルコンテンツを

組み合わせた防災学習の充

実を図るとともに、防災タウ

ンウォッチング・防災マップ

づくり等の体験型学習や実

践的な防災訓練の実施な

ど、学校における防災教育

を推進します。 

 

〇記述内容の精査 

○パブコメ(114) 

 

 

９９ (3)防災教

育・防災対

策の推進 

（１２６頁） 

主な取組内容 

② 災害が生じた際の適切な

学校再開 

〇 災害時において、避難所と

して活用が予定される学校

施設の円滑な開設・運営を

図るため、市町の防災担当

部局等と情報共有を行うな

ど、平時からの学校と地域

の連携を深める取組を進め

ます。 

 

主な取組内容 

② 災害が生じた際の適切な

学校再開 

〇 災害時における学校安全

の確保や学校再開の支援、

避難所の円滑な開設・運営

のため、市町教育委員会等

と連携した支援体制、情報

収集・提供体制の整備など、

教育環境の確保に向けた取

組を進めます。 

〇記述内容の充実 

 

１００ （4）子どもた

ちの安全・安

心の確保 

（１２８頁） 

主な取組内容 

② 家庭・地域・関係機関等と

の連携・協働による学校安

全の推進 

○ 校舎の老朽化対策等と併

せて非構造部材の耐震対策

を進めるとともに、施設・設

備の点検や防犯対策など安

全管理に取り組みます。 

 

主な取組内容 

② 家庭・地域・関係機関等と

の連携・協働による学校安

全の推進 

○ 校舎の老朽化対策等と併

せて非構造部材の耐震対策

を進めるとともに、施設・設

備の点検や防犯対策など安

全管理に取り組みます。ま

た、熱中症対策の観点から、

体育施設等の空調設備の整

備について検討を行い、必

要な取組を進めます。 

 

〇記述内容の充実 

 

１０１ （4）子どもた

ちの安全・安

心の確保 

（１２８頁） 

主な取組内容 

③ 安全に関する教育の推進 

○ 子どもたちが事故の当事

者とならないよう、交通安全

に関わる団体と連携し、発達

主な取組内容 

③ 安全に関する教育の推進 

○ 子どもたちが事故の当事

者とならないようにするとと

もに、事故の当事者となった

〇記述内容の充実 
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段階に応じた交通安全教育

を進めます。（後略） 

場合には適切に対応できる

よう、交通安全に関わる団

体と連携し、発達段階に応じ

た交通安全教育を進めま

す。（後略） 

 

１０２ (5)学びの

セーフティネ

ットの構築・

学びの継続 

（１３２頁） 

主な取組内容 

① 関係機関と連携した支援

の推進 

○ スクールカウンセラーを活

用した教育相談体制やスク

ールソーシャルワーカーによ

る地域の福祉等の関係機関

と連携した支援体制の充実

を図り、学校が子どもの貧

困対策のプラットフォームと

しての役割を果たします。 

 

主な取組内容 

① 関係機関と連携した多様

な教育的ニーズへの対応 

○ 全ての子どもたちが自らの

居場所を得て、成長・活躍で

きるよう、地域の子どもが集

うプラットフォーム（場）とし

ての学校の特性を生かしつ

つ、子どもたちの育成支援を

推進します。 

〇記述内容の充実 

 

１０３ (5)学びの

セーフティネ

ットの構築・

学びの継続 

（１３２頁） 

主な取組内容 

② 多様な教育的ニーズへの

対応 

○ 教育的に不利な環境の下

にある子どもたちの自己肯

定感・学習意欲・進学・就労

に対する意欲等を高めるた

め、子ども支援ネットワーク

の活動の支援を進めるとと

もに、地域未来塾など家庭

や学校とは異なる場所での

学習支援や体験活動等の取

組を地域と連携して進めま

す。 

 

主な取組内容 

① 関係機関と連携した多様

な教育的ニーズへの対応 

○ 家庭の経済状況にかかわ

らず、全ての子どもたちが、

質の高い教育を受け、夢や

希望を持って挑戦したり、多

様な体験や遊びの機会を得

たりすることができるよう、

地域未来塾など家庭や学校

とは異なる場所での学習支

援等を地域と連携して進め

ます。また、家庭の経済状況

等を背景として学習環境が

整わない子どもたちの自己

肯定感、学習意欲、進学・就

労に対する意欲等を高める

ため、子ども支援ネットワー

クの活動の支援を進めま

す。（再掲） 

 

〇記述内容の充実 

〇パブコメ(49) 

 

 

１０４ (5)学びの

セーフティネ

ットの構築・

学びの継続 

（１３２頁） 

 

 

主な取組内容 

① 関係機関と連携した多様

な教育的ニーズへの対応 

○ 放課後児童クラブ等の運

営を支援するなど、子どもた

ちが安心して多様な体験や

〇記述内容の充実 
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遊びができる機会の確保を

図ります。 

 

１０５ (5)学びの

セーフティネ

ットの構築・

学びの継続 

（１３２頁） 

主な取組内容 

② 多様な教育的ニーズへの

対応 

○ 不登校や中途退学の経験

者、特別な支援を必要とす

る子どもたち等の学びのセ

ーフティネットとしての役割

を果たしている高等学校定

時制課程・通信制課程にお

いて、個々の生徒の状況に

応じた学習活動や日々の生

徒指導、教育相談、将来を

見通した進路指導など、多

様な教育的ニーズにきめ細

かく対応した教育活動を行

います。 

 

主な取組内容 

① 関係機関と連携した多様

な教育的ニーズへの対応 

○ 不登校や中途退学の経験

者、特別な支援を必要とす

る子どもたち等の学びのセ

ーフティネットとしての役割

を果たしている高等学校定

時制課程・通信制課程にお

いて、個々の生徒の状況に

応じた学習活動や日々の生

徒指導、教育相談、将来を

見通した進路指導等につい

て、関係機関や地域社会等

と連携しながら、多様な教育

的ニーズにきめ細かく対応

した教育活動を行います。 

 

〇記述内容の充実 

 

１０６ (5)学びの

セーフティネ

ットの構築・

学びの継続 

（１３２頁） 

主な取組内容 

② 多様な教育的ニーズへの

対応 

○  県立の夜間中学につい

て、まずはみえ夢学園高等

学校に設置し、さまざまな理

由により義務教育を十分に

受けられなかった方に対し

て、ニーズに応じた義務教

育の内容を学び直す機会を

確保します。 

 

主な取組内容 

① 関係機関と連携した多様

な教育的ニーズへの対応 

○ さまざまな理由により義務

教育を十分に受けられなか

った人に対して学び直す機

会を確保するため、みえ夢

学園高等学校を設置場所と

する県立夜間中学につい

て、令和７（２０２５）年４月の

開校に向けた検討を進めま

す。また、関係機関等と連携

しながら生徒の受入れを進

めます。 

 

○記述内容の充実 

 

１０７ (5)学びの

セーフティネ

ットの構築・

学びの継続 

（１３３頁） 

主な取組内容 

① 関係機関と連携した支援

の推進 

○ さまざまな課題を抱える子

どもたちに対し、心理・福祉

の専門家等を活用した「チー

ムとしての学校」による支援

を進めます。 

 

主な取組内容 

① 関係機関と連携した多様

な教育的ニーズへの対応 

○ さまざまな課題を抱える子

どもに対する「チーム学校」

による教育相談体制の充実

の観点から、心理・福祉の専

門家であるスクールカウンセ

ラーやスクールソーシャルワ

○記述内容の充実 
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ーカーなど、多様な人材が

指導に携わることができる

体制を整えます。また、子ど

もたちの課題を把握し、地域

資源や専門機関を活用した

適切な支援につなげるなど、

子どもたちを取り巻くさまざ

まな課題に対する早期発

見・早期対応のための取組

を推進します。 

 

１０８ (5)学びの

セーフティネ

ットの構築・

学びの継続 

（１３４頁） 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

子どもの居場所数 ※１ 

 現状値 ２３２ 

 目標値 ４０８ 

 

※１ 子ども食堂や学習支援の

場など、学校や家庭以外で

子どもが気軽に集える「子ど

もの居場所」の数（三重県子

ども・福祉部、三重県教育委

員会調べ） 

 

〇記述内容の充実 

〇県議会意見（１） 

１０９ (5)学びの

セーフティネ

ットの構築・

学びの継続 

（１３４頁） 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

進路変更等により中途退学し 

た生徒の割合 ※ 

現状値 0.45% 

（R４） 

 目標値 0.39% 

 

※ 全日制高等学校へ入学し

た生徒のうち、「学業不振」、

「学校生活・学業不適応」、

「進路変更」、「経済的理由」

を理由として中途退学した

生徒の割合（三重県教育委

員会調べ） 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

中途退学した高校生の割合 

※２ 

 現状値 0.4０% 

 目標値 ０．３２％ 

 

 

※２ 県立高等学校（全日制・

定時制・通信制）に入学した

生徒のうち、「学業不振」、

「学校生活・学業不適応」、

「経済的理由」を理由として

中途退学した生徒の割合

（三重県教育委員会調べ） 

 

〇記述内容の充実 

〇県議会意見（４） 

 

１１０ (1) 教職 員

の 資 質 向

上・人材確

保とコンプラ

イアンスの

推進 

（１３５頁） 

めざす姿 

教職員が、コンプライアンス

意識を高く持ち、子どもたちの

主体的な学びを支援する力や

多様な教育課題に対応できる

専門的指導力を身につけ、学

校・家庭・地域が連携・協働し

めざす姿 

教職員が、コンプライアンス

意識を高く持ち、子どもたちの

主体的な学びを支援する力や

多様な教育課題に対応できる

専門的指導力を身につけ、学

校・家庭・地域が連携・協働し

○記述内容の充実 

○県議会意見（５） 
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ながら、子どもたちに持続可能

で豊かな未来を創っていく力

を育む教育を実践しています。 

 

ながら、子どもたちに持続可能

で豊かな未来を創っていく力

を育む教育を実践しています。

また、時代の変化に応じた資

質能力を身につけた教職員を

安定的に確保しています。 

 

１１１ (1) 教職 員

の 資 質 向

上・人材確

保とコンプラ

イアンスの

推進 

（１３８頁） 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

※２ 「研修の成果や自身の経

験を反映させ、課題の改善

に向け組織的に取り組むこ

とができましたか」という質

問に対して、最も肯定的な

選択肢である「よく取り組ん

でいる」と回答した公立小中

学校および県立学校の割合

（三重県教育委員会調べ） 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

※２ 「研修の成果や自身の経

験を反映させ、課題の改善

に向け組織的に取り組むこ

とができましたか」という質

問に対して、最も肯定的な

選択肢である「取り組んで

いる」と回答した公立小中学

校および県立学校の割合

（三重県教育委員会調べ） 

 

〇記述内容の精査 

 

１１２ (1) 教職 員

の 資 質 向

上・人材確

保とコンプラ

イアンスの

推進 

（１３８頁） 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

コンプライアンスの徹底に取り 

組んだ所属・公立学校の割合  

※３ 

現状値 １０0% 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

コンプライアンスの徹底に取り 

組んだ所属・公立学校の割合  

※３ 

現状値 １０0% 

（R4） 

〇記述内容の精査 

 

 

１１３ (2)学校に

おける働き

方改革の推

進 

（１３９頁） 

めざす姿 

教職員の業務負担の軽減を

図り、子どもたちのための質の

高い授業づくりや子どもたちと

向き合う時間を確保しながら、

日々の生活の質や教職員とし

ての人生を豊かにすることで、

自らの人間性や創造性を高

め、より効果的な教育活動を

持続的に行っています。 

 

めざす姿 

教職員が子どもたちのため

の質の高い授業づくりや子ど

もたちと向き合う時間を確保

し、日々の生活の質や教職員

としての人生を豊かにすること

で、自らの人間性や創造性を

高め、より効果的な教育活動

を持続的に行っています。 

〇記述内容の充実 

○パブコメ(117) 

 

１１４ (2)学校に

おける働き

方改革の推

進 

（１４０頁） 

主な取組内容 

① 時間外在校等時間削減に

向けた取組 

○ タイムカード等の活用によ

り日々の勤務時間を客観的

に把握し、時間外在校等時

間が月 45 時間を超えない

ように働きかけるとともに、

主な取組内容 

① 時間外在校等時間削減に

向けた取組 

○ 時間外在校等時間の上限

の遵守に向けて、タイムカー

ド等の活用により日々の勤

務時間を客観的に把握する

とともに、時間外在校等時

〇記述内容の充実 

○パブコメ(119) 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

超えた場合には必要な措置

を講ずるなど、安全・健康に

配慮した時間外労働を含む

教職員の勤務時間管理の徹

底を図ります。 

 

 

間が月 45 時間を超えた場

合には必要な措置を講ずる

など、安全・健康に配慮した

時間外労働を含む教職員の

勤務時間管理の徹底を図り

ます。 

 

１１５ (2)学校に

おける働き

方改革の推

進 

（１４２頁） 

主な取組内容 

⑥ 教職員のメンタルヘルス対

策 

〇 心身の不調が認められる

教職員への専門医・臨床心

理士・保健師等による相談

を実施し、早期発見・対応に

よるメンタルヘルス不調の予

防と回復を支援します。 

主な取組内容 

⑥ 教職員のメンタルヘルス対

策 

〇 心身の不調が認められる

教職員への専門医・心理の

専門家・保健師等による相

談を実施し、早期発見・対応

によるメンタルヘルス不調の

予防と回復を支援します。 

 

〇記述内容の充実 

○パブコメ(123) 

 

１１６ (2)学校に

おける働き

方改革の推

進 

（１４２頁） 

主な取組内容 

⑥ 教職員のメンタルヘルス対

策 

○ 精神神経系疾患により休

暇および休職中の教職員の

円滑な職場復帰と再発防止

のため、職場復帰訓練や臨

床心理士等による支援を実

施します。 

 

主な取組内容 

⑥ 教職員のメンタルヘルス対

策 

○ 精神神経系疾患により休

暇および休職中の教職員の

円滑な職場復帰と再発防止

のため、職場復帰訓練や心

理の専門家等による支援を

実施します。 

〇記述内容の充実 

○パブコメ(123) 

 

１１７ (3) Ｉ Ｃ Ｔ を

活用した教

育の推進 

（１４４頁） 

主な取組内容 

① ICT を活用した教育の推

進 

〇 （前略）また、先進的なアイ

デアやその実践例、使われ

ているアプリやサービスの

情報などの横展開に取り組

み、学校における ＩＣＴの活

用レベルの底上げと、それを

基礎とした発展的な活用法

の創出、展開という正の循

環が生み出される環境づく

りを進めます。 

 

主な取組内容 

① ICT を活用した教育の推

進 

〇 （前略）また、学校における

ＩＣＴの基本的な活用水準を

向上し、さらに発展的な方法

を工夫改善するという好循

環を作り出すことができるよ

う、活用されているアプリや

サービスの情報・使用例、先

進的な取組などの横展開に

取り組みます。 

 

〇記述内容の充実 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

１１８ (3) Ｉ Ｃ Ｔ を

活用した教

育の推進 

（１４４頁） 

 

 

 

主な取組内容 

① ICT を活用した教育の推

進 

○ 高等学校においては、生徒

が学校の枠を越えて交流し

たり、学習活動に参加したり

する取組を、ICTも活用しな

がら推進します。 

 

〇記述内容の充実 

１１９ (3) Ｉ Ｃ Ｔ を

活用した教

育の推進 

（14５頁） 

主な取組内容 

③ 教職員の指導力向上 

○ 教職員を対象としたＩＣＴの

活用技術、情報リテラシー等

に関する研修の実施や、自

治体・学校・教職員間におけ

るＩＣＴ教育手法の蓄積・共

有などを通じて、教職員のＩ

ＣＴ活用指導力の向上を図

ります 

主な取組内容 

③ 教職員の指導力向上 

○ 教職員を対象としたＩＣＴの

活用技術・情報リテラシー等

に関する研修の実施や ICT

専門人材の活用、自治体・

学校・教職員間におけるＩＣ

Ｔ教育手法の蓄積・共有など

を通じて、教職員のＩＣＴ活

用指導力の向上を図りま

す。 

 

〇記述内容の充実 

〇パブコメ（８９） 

１２０ (3) Ｉ Ｃ Ｔ を

活用した教

育の推進 

（１４５頁） 

主な取組内容 

④ ICT を活用した校務の効

率化の推進 

○ セキュリティを確保したク

ラウド環境を前提とした既存

システム間の連携、新たなア

プリ・Ｗｅｂサービスの導入

など、校務の効率化に取り

組みます。 

 

主な取組内容 

④ ICT を活用した校務の効

率化の推進 

〇 クラウド環境の活用や、新

たなアプリ・Ｗｅｂサービスの

導入、システム間の連携強

化などを通じて、校務の効

率化を進めます。 

〇記述内容の充実 

 

１２１ (3) Ｉ Ｃ Ｔ を

活用した教

育の推進 

（１４５頁） 

主な取組内容 

⑤ ICT を活用した諸課題の

解決 

○ 高等学校においては、生徒

が学校の枠を越えて交流し

たり、学習活動に参加したり

する取組を、ICT も活用し

ながら推進します。また、生

徒が興味・関心に応じて幅

広く科目選択できるよう、他

の高等学校で開設している

科目を履修できる仕組みの

構築について検討します。 

 

主な取組内容 

⑤ ICT を活用した諸課題の

解決 

○ 高等学校においては、生徒

が興味・関心に応じて幅広く

科目選択できるよう、ＩＣＴを

活用して他の高等学校で開

設している科目を履修する

仕組みなど、小規模校にお

ける教育の質の向上につな

がる取組について検討しま

す。 

 

〇記述内容の充実 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

１２２ (3) Ｉ Ｃ Ｔ を

活用した教

育の推進 

（１４６頁） 

主な取組内容 

⑥ ICT環境の整備の推進 

○ 学校の ICT 環境の維持・

更新を行うとともに、IＣＴが

絶えず進歩する中、教育に

おけるＩＣＴの活用を停滞さ

せないよう、IＣＴ環境の整

備・充実を進めます。 

主な取組内容 

⑥ ICT環境の整備の推進 

○ 学校の ICT 環境の維持・

更新を行うとともに、IＣＴが

絶えず進歩する中、教育に

おけるＩＣＴの活用を推進す

るため、ヘルプデスク等の支

援体制も含め、IＣＴ環境の

整備・充実を進めます。 

 

〇記述内容の充実 

〇パブコメ(89) 

１２３ (3) Ｉ Ｃ Ｔ を

活用した教

育の推進 

（１４６頁） 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

１人１台端末を効果的に活用し 

て指導できる教職員の割合  

※２ 

現状値 81.8% 

（R4） 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

１人１台端末を効果的に活用し 

て指導できる教職員の割合  

※２ 

 現状値 ８３．６% 

〇記述内容の精査 

 

１２４ (5)学校の

特色化・魅

力化 

（１５１頁） 

主な取組内容 

② 高等学校の特色化・魅力

化 

○ 総合学科では、専門人材

や地域資源の活用を推進

し、多様な開設科目という特

徴を生かした教育活動を展

開します。 

 

主な取組内容 

② 高等学校の特色化・魅力

化 

○ 総合学科では、生徒が主

体的に学習に取り組むこと

ができるよう、「産業社会と

人間」や多様な科目を開設

するなど、生徒の能力・適正

等に対応した柔軟な教育活

動を展開します。 

 

〇記述内容の充実 

 

１２５ (5)学校の

特色化・魅

力化 

（１５１頁） 

主な取組内容 

② 高等学校の特色化・魅力

化 

○ 高等学校においては、生徒

が学校の枠を越えて交流し

たり、学習活動に参加したり

する取組を、ICT も活用し

ながら推進します。また、生

徒が興味・関心に応じて幅

広く科目選択できるよう、他

の高等学校で開設している

科目を履修できる仕組みの

構築について検討します。

（再掲） 

 

主な取組内容 

② 高等学校の特色化・魅力

化 

○ 高等学校においては、生徒

が興味・関心に応じて幅広く

科目選択できるよう、ＩＣＴを

活用して他の高等学校で開

設している科目を履修する

仕組みなど、小規模校にお

ける教育の質の向上につな

がる取組について検討しま

す。（再掲） 

 

〇記述内容の充実 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

１２６ (5)学校の

特色化・魅

力化 

（1５１頁） 

主な取組内容 

② 高等学校の特色化・魅力

化 

○ 高等学校においては、地域

課題解決型キャリア教育モ

デルを活用して、生徒が地

域の人びとや職業人など多

様な人びとと関わりながら、

地域の産業や行政と協力

し、地域の活性化や課題解

決に取り組む学習活動の充

実を図ります。 

 

主な取組内容 

② 高等学校の特色化・魅力

化 

○ 高等学校においては、「地

域課題解決型キャリア教育

モデル」を活用し、地域課題

解決型キャリア教育を、地域

の産業界や行政と連携しな

がら推進します。 

 

〇記述内容の充実 

１２７ (5)学校の

特色化・魅

力化 

（1５１頁） 

 脚注 

地域の特色や産業を題材と

して生徒が主体的に取り組ん

だ学習の成果をふまえ、「県立

高等学校活性化計画」（平成２

９年３月策定）において示され

た、地域課題解決型キャリア教

育に関する学習内容やその進

め方、学習により培われる生徒

の資質・能力、学校と地域の関

わり方等。 

 

〇記述内容の充実 

１２８ (5)学校の

特色化・魅

力化 

（1５２頁） 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

授業で主体的に学習に取り組 

んでいる高校生の割合 ※ 

 現状値 高校生 

81.5% 

（R4） 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

授業で主体的に学習に取り組 

んでいる高校生の割合 ※ 

現状値 81.８% 

〇記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

１２９ (6)学校施

設の整備 

（1５４頁） 

主な取組内容 

② 快適な学習環境づくりの

推進 

○ 県立学校では、これまでに

全ての普通教室に空調設備

を整備しましたが、設置後１

５年以上経過している空調

設備が約４割となっているこ

とから、計画的な更新に取り

組むとともに、使用頻度等に

応じて特別教室等への整備

を推進・検討していきます。 

また、トイレの改修につい

ては、生活様式の変化や衛

生環境の改善の視点、利用

する子どもたちの意見などを

ふまえ、洋式化や乾式清掃

の床への転換等の機能面の

向上について、「三重県立学

校施設長寿命化実施計画」

に基づき、屋外等のトイレも

含め、計画的に進めます。 

 

主な取組内容 

② 快適な学習環境づくりの

推進 

○ 県立学校の空調設備につ

いて、これまで全ての普通

教室に整備しましたが、設置

後１５年以上経過しているも

のが約４割となっていること

から、計画的な更新に取り

組みます。また、特別教室に

ついては使用頻度の観点か

ら、体育施設等については

熱中症対策等の観点から検

討を行い、必要な取組を進

めます。 

さらに、トイレの改修につ

いては、生活様式の変化や

衛生環境の改善の視点、利

用する子どもたちの意見な

どをふまえ、洋式化や乾式

清掃の床への転換等の機能

面の向上について、「三重県

立学校施設長寿命化実施計

画」に基づき、屋外等のトイ

レも含め、計画的に進めま

す。（一部再掲） 

 

〇記述内容の充実 

〇パブコメ(17) 

 

１３０ (7)家庭で

の学びの応

援 

（１５７頁） 

 主な取組内容 

① 保護者と子どもの学びの

応援 

○ 幼稚園等が、保護者同士

の交流の機会を提供したり、

子育てに関する相談対応・

情報提供を行ったりするな

ど、地域における幼児期の

子育ての支援拠点としての

役割を担えるよう、地域子育

て支援センター等の関係機

関との連携を推進します。

（再掲） 

 

〇記述内容の充実 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

１３１ (9)文化財

の保存 ・活

用・継承 

（16６頁） 

主な取組内容 

③ 文化財の保存・活用の推

進 

○ 世界遺産「紀伊山地の霊

場と参詣道」については、世

界遺産の追加登録を見据え

ながら、関連する文化財に

新たな価値づけを行い、複

数市町にまたがる構成文化

財を一体として保護するとと

もに、末永く守り伝えられる

よう関係する地元の気運を

高める取組を進めていきま

す。 

 

主な取組内容 

③ 文化財の保存・活用の推  

 進 

○ 世界遺産「紀伊山地の霊

場と参詣道」については、世

界遺産の追加登録の実現に

向けて、関連する文化財に

新たな価値づけを行い、複

数市町にまたがる構成文化

財を一体として保護するとと

もに、末永く守り伝えられる

よう関係する地元の気運を

高める取組を進めていきま

す。 

 

〇記述内容の充実 

 

１３２ 教育ビジョ

ンの実現に

向けて 

(１６７頁) 

２ 多様な担い手との連携・協

働 

▽ 「家庭」の役割 

（前略）また、家庭は、教育の

第一義的責任者として、生活

のために必要な習慣を身につ

けさせるとともに、自立心を育

成し、心身の調和のとれた発

達を図るとともに、学校との連

携を深め、家庭での教育を通

じて、学力・体力の向上、道徳

教育等の教育効果を相乗的に

高め合います。 

 

２ 多様な担い手との連携・協

働 

▽ 「家庭」の役割 

（前略）また、家庭は、教育の

第一義的責任者として、生活

のために必要な習慣を身につ

けさせるとともに、自立心を育

成し、心身の調和のとれた発

達を図ります。あわせて、学校

との連携を深め、家庭での教

育を通じて、学力・体力の向

上、道徳教育等の教育効果を

相乗的に高め合います。 

 

〇記述内容の精査 

 

１３３ 教育ビジョ

ンの実現に

向けて 

(１６８頁) 

２ 多様な担い手との連携・協

働 

▽ 「地域・企業」の役割 

地域・企業は、インターンシ

ップや職場体験活動、社会貢

献活動、文化芸術・スポーツ活

動などのリアルな体験・交流活

動や、子どもたち一人ひとりの

さまざまな教育的ニーズをふ

まえた取組等を通じて、多様な

学びの機会の提供や支援を図

っていきます。（後略） 

２ 多様な担い手との連携・協

働 

▽ 「地域・企業」の役割 

地域・企業は、インターンシ

ップや職場体験活動、社会貢

献活動、文化芸術・スポーツ活

動などのリアルな体験・交流活

動や、子どもたち一人ひとりの

さまざまな教育的ニーズをふ

まえた取組等を通じて、多様な

学びの機会の提供や支援を行

います。（後略） 

 

〇記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（旧） 中間案（修正版）（新） 備考 

１３４ 教育ビジョ

ンの実現に

向けて 

(１６８頁) 

２ 多様な担い手との連携・協

働 

▽ 「行政」の役割 

県教育委員会および県は、

時代の変化等に伴い新たに生

じる課題や状況に的確に対応

するとともに、よりよい教育施

策の実施に向けた取組を続け

ていきます。また、子どもたち

一人ひとりの状況に応じたより

よい教育環境を整備・実現す

るとともに、ニーズや課題を把

握・分析した上で、計画やシス

テムを整備し、必要な助言等を

行います。また、社会総がかり

で教育を進めるために必要な

働きかけや支援等を行いま

す。 

 

２ 多様な担い手との連携・協

働 

▽ 「行政」の役割 

県教育委員会および県は、

時代の変化等に伴い新たに生

じる課題や状況に的確に対応

するとともに、よりよい教育施

策の実施に向けて取り組みま

す。また、子どもたち一人ひとり

の状況に応じたよりよい教育

環境を整備・実現するととも

に、ニーズや課題を把握・分析

した上で、計画やシステムを整

備し、必要な助言等を行いま

す。あわせて、社会総がかりで

教育を進めるために必要な働

きかけや支援等を行います。 

 

〇記述内容の精査 

 

１３５ 教育ビジョ

ンの実現に

向けて 

(１６８頁) 

２ 多様な担い手との連携・協

働 

▽ 県と市町の役割分担 

（前略）県教育委員会および

県は、全県的な教育水準の維

持向上に主体的役割を果たし

ます。また、教育施策の推進に

おいて、市町等教育委員会、

市町との意見や情報の交換を

密にし、その主体性を尊重する

とともに一層の支援を図りま

す。 

 

２ 多様な担い手との連携・協

働 

▽ 県と市町の役割分担 

（前略）県教育委員会および

県は、全県的な教育水準の維

持向上に主体的役割を果たし

ます。また、教育施策を進める

にあたり、市町等教育委員会、

市町との意見や情報の交換を

密にし、その主体性を尊重しな

がら一層の支援を図ります。 

〇記述内容の精査 

 

 

 


